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Ⅰ 事 業 実 績 
 

 

１ 教 育 委 員 会 
 

 

(1) 教育委員会開催状況 

 

ア 月別開催状況 

月 

区分 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

定  例  会 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 1 22 

臨  時  会    1 
 

       1 

協 議 会 2 2 2 1 2 1 2 2 2 2 2 1 21 

計 4 4 4 4 4 2 4 4 4 4 4 2 44 

 

イ 事項別付議状況 

月 

区分 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

条 例 の 制 定 ・ 改 廃 
 

      1     1 

規則等の制定・改廃 1   1  2  
  

3 4 14 25 

人 事 案 件 3 5 1   1 1  1  1 3 16 

そ の 他 の 案 件 
 

1 2  5 
 

2 4 1  1 2 18 

請 願 ・ 陳 情     1 1  2     4 

協 議 1  1 1   4 
 

1  1 1 10 

報 告 10 12 9 8 7 3 11 2 7 5 11 5 90 

計 15 18 13 10 13 7 18 9 10 8 18 25 164 
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ウ 個別審査事項一覧 

年月日・会議名 付  議  事  案 

令和4年4月11日 

第６回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 多摩市教育委員会感謝状の贈呈状況について 

教育長報告３ 令和４年第１回多摩市議会定例会の報告について 

教育長報告４ 多摩市図書館協議会委員の解嘱及び委員の決定について 

教育長報告５ 不登校特例校（岐阜市立草潤中学校）の視察について 

教育長報告６ 市立学校のいじめに関する報告について 

第１８号議案 多摩市学びあい育ちあい推進審議会委員の委嘱について 

令和4年4月25日 

第７回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について  

教育長報告２ 令和３年度下半期多摩市教育委員会後援名義使用承認に

ついて 

教育長報告３ 令和３年度下半期における多摩市教育委員会関係の市政

情報の公開請求、個人情報の開示請求の状況について 

教育長報告４ 第二次多摩市教育振興プランに基づく令和３年度の取り

組みの実施評価について 

第１９号議案 多摩市文化財保護審議会委員の委嘱について 

第２０号議案 令和５年度使用多摩市立小・中学校特別支援学級教科用

図書の採択にかかる多摩市教科用図書選定協議会委員の

任命及び委嘱について 

第２１号議案 多摩市公立学校運営連絡協議会設置要綱を廃止する要綱

の制定について 

協議１ 令和４年度多摩市教育委員会事務点検評価について 

令和4年5月9日 

第８回定例会 
教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 第二次多摩市教育振興プランに基づく令和３年度の取り

組みの実施評価について 

教育長報告３ 令和４年度多摩市立小中学校の教育課程について 

教育長報告４ 市立学校のいじめに関する報告について 

承認第２号 多摩市公立学校教職員定期異動（令和４年４月１日）につ

いて教育長の専決により処理したことの承認を求めること

について 

承認第３号 指導主事の人事（令和４年４月１日）について教育長の

専決により処理したことの承認を求めることについて 

承認第４号 東京都教育委員会の課長級等の人事（令和４年４月１

日）について教育長の専決により処理したことの承認を

求めることについて 

第２２号議案 令和５年度使用多摩市立小・中学校特別支援学級教科用

図書の採択にかかる多摩市立小・中学校特別支援学級教

科用図書選定協議会への諮問について 

令和4年5月23日 

第９回定例会 
教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について  

教育長報告２ 令和４年第１回多摩市議会臨時会の報告について 

教育長報告３ 多摩第三小学校の整備の方向性について 

教育長報告４ ベルブ永山を活用した庁舎狭隘化対策の方針について 

教育長報告５ 多摩市立中央図書館管理運営方針（骨子案）について 
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年月日・会議名 付  議  事  案 

教育長報告６ 令和４年度 児童・生徒数、学級数について 

教育長報告７ 学校給食異物混入（令和３年度分）について 

教育長報告８ 令和４年３月多摩市立中学校卒業生の進路状況について 

第２３号議案 多摩市みどりと環境審議会委員への教育委員会委員の推

薦について 

第２４号議案 多摩市総合計画審議会委員への教育委員会委員の推薦に

ついて 

令和4年6月6日 

第 10回定例会 
教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 多摩ふるさと資料館内・展示室３の公開について 

教育長報告３ 「令和４年度多摩市立図書館事業計画」について 

教育長報告４ 令和４年５月１日現在 児童・生徒数、学級数推計（

通常の学級）について 

教育長報告５ 令和３年度 学校給食費の納付状況について 

第２５号議案 多摩中央公園改修整備・運営事業における公募設置等

計画の認定及び実施協定の締結等について 

令和4年6月27日 

第 11回定例会 
教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 「日本におけるモダン・ムーブメントの建築２６４選」

の選定について 

教育長報告３ 令和４年度中学校英語スピーキングテストＥＳＡＴ－Ｊ

（イーサット・ジェイ）について 

教育長報告４ 「子供を笑顔にするプロジェクト」について 

第２６号議案 令和４年度第１回多摩市総合教育会議での協議・調整事

項等に係る資料について 

第２７号議案 多摩市学びあい育ちあい推進審議会委員の委嘱について 

協議１ 多摩市就学援助費補助要綱（平成３年３月３０日多摩市

告示第１２８号）の一部改正について 

令和4年7月8日 

第１回臨時会 

教育長報告１ 多摩市立学校における事案について 

令和4年7月11日 

第12回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 令和４年第２回多摩市議会定例会の報告について 

教育長報告３ 令和３年度公民館事業の状況について 

第２８号議案 多摩市立学校の通学区域等に関する規則の一部を改正す

る規則の制定について 

協議１ 令和４年度多摩市教育委員会事務点検評価について 

令和4年7月26日 

第13回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 多摩市就学援助費補助要綱（平成３年３月３０日多摩市

告示第１２８号）の一部改正について 

教育長報告３ 令和５年度使用多摩市立小・中学校特別支援学級教科用

図書の採択に係る多摩市教科用図書選定協議会からの答

申について 

教育長報告４ 多摩市立学校における事案について 

令和4年8月8日 

第 14回定例会 
教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 多摩市立市民活動・交流センター及び多摩市立多摩ふる

さと資料館の愛称公募について 
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年月日・会議名 付  議  事  案 

教育長報告３ 学校におけるＩＣＴ機器と健康に関するアンケート（令

和４年７月度）結果について 

第２９号議案 多摩市立中央図書館管理運営方針（素案）について 

第３０号議案 令和５年度使用多摩市立小・中学校特別支援学級教科用

図書の採択について 

第３１号議案 令和５年度使用多摩市立小学校教科書の採択について 

第３２号議案 令和５年度使用多摩市立中学校教科書の採択について 

令和4年8月22日 

第15回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 令和４年第２回多摩市議会臨時会の報告について 

教育長報告３ 都指定史跡用地に関する申し出について 

教育長報告４ 令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について 

第３３号議案 多摩中央公園・旧富澤家における指定管理者の指定につ

いて 

４請願第１号 学校給食の牛乳に関する陳情について 

令和4年9月29日 

第 16回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 学校におけるＩＣＴ機器と健康に関するアンケート（令

和４年７月度）結果の訂正について 

教育長報告３ 令和３年度教育センター活動報告書について 

第３４号議案 多摩市教育委員会事務局設置規則の一部を改正する規則

の制定について 

第３５号議案 （仮称）多摩市立中央図書館内カフェ出店候補者選定審

査委員会設置要綱の制定について 

第３６号議案 多摩市教育委員会事務局職員の人事異動について 

４請願第１号 学校給食の牛乳に関する陳情について（継続審議） 

令和4年10月11日 

第17回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 令和３年度多摩市立図書館事業報告について 

教育長報告３ 個人情報取り扱いに関する事故について 

教育長報告４ 令和４年度 「児童・生徒の学力向上を図るための調査」

結果報告について 

教育長報告５ 令和４年度 自己の進路選択のための説明・相談会の開

催について 

第３７号議案 令和４年度上半期多摩市教育委員会表彰の被表彰者の決

定について 

協議１ 令和４年度多摩市教育委員会事務点検評価報告書につい

て 

令和4年10月24日 

第18回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 令和４年第３回多摩市議会定例会の報告について 

教育長報告３ 令和４年度上半期 多摩市教育委員会後援名義使用承認

について 

教育長報告４ 令和４年度上半期多摩市教育委員会関係市政情報の公開

請求、個人情報の開示請求の状況について 

教育長報告５ 令和３年度多摩市立学校給食センター給食費会計決算書

について 
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年月日・会議名 付  議  事  案 

教育長報告６ 令和４年度多摩市立学校給食センター給食費会計補正予

算書について 

承認第５号 副校長の任命について教育長の専決により東京都教育委

員会に内申したことの承認を求めることについて 

第３８号議案 令和４年度多摩市教育委員会事務点検評価報告書につい

て 

協議１ 令和４年度第２回多摩市総合教育会議に提出する申出書

について 

協議２ 多摩市立中央図書館管理運営方針について 

協議３ 多摩市図書館条例の一部を改正する条例の制定について 

令和4年11月7日 

第19回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

第３９号議案 令和４年度第２回多摩市総合教育会議に提出する申出書

について 

第４０号議案 令和４年度第２回多摩市総合教育会議での協議・調整事

項等に係る資料について 

第４１号議案 東京都指定史跡「稲荷塚古墳」用地の寄附の受入れにつ

いて 

第４２号議案 多摩市立中央図書館管理運営方針について 

第４３号議案 多摩市図書館条例の一部を改正する条例の制定について 

４請願第２号 教育施設においてゲノム編集トマトの苗を受け取らない

ことを求める陳情について 

令和4年11月21日 

第20回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

４請願第２号 教育施設においてゲノム編集トマトの苗を受け取らない

ことを求める陳情について（継続審議） 

令和4年12月13日 

第21回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 多摩市教育委員会感謝状の贈呈状況について 

教育長報告３ 多摩第三小学校建替事業 第一回地域懇談会報告につい

て 

教育長報告４ 「令和３年度多摩市立図書館事業評価」について 

教育長報告５ 令和４年度小学校水泳指導外部委託事業の試行に関する

検証結果について 

協議１ 多摩市就学援助費補助要綱（平成３年３月３０日多摩市

告示第１２８号）の一部改正について 

令和4年12月26日 

第22回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 学校給食費の納付状況について 

第４４号議案 多摩市教育委員会事務局組織等の改正にかかる協議につ

いて 

第４５号議案 多摩市教育委員会事務局職員の人事異動について 

令和5年1月10日 

第１回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 令和４年第４回多摩市議会定例会の報告について 

教育長報告３ 多摩市教育委員会事務局組織等の改正の協議回答につい

て 
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年月日・会議名 付  議  事  案 

令和5年1月23日 

第２回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ （仮称）多摩市立中央図書館内カフェ出店候補者選定に

係るプロポーザル審査結果報告書について 

第１号議案 多摩市立図書館処務規程の一部を改正する規程の制定に

ついて 

第２号議案 多摩市立図書館の管理運営に関する規則の一部を改正す

る規則の制定について 

第３号議案 多摩市立図書館講座室等の管理運営に関する要綱の一部

を改正する要綱の制定について 

令和5年2月6日 

第３回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 多摩第三小学校建替事業 第２回地域懇談会報告につい

て 

教育長報告３ 多摩市就学援助費補助要綱（平成３年３月３０日多摩市

告示第１２８号）の一部改正について 

教育長報告４ 第三期校務支援システム更新の完了について 

令和5年2月20日 

第４回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ 令和５年度当初予算原案の概要について 

教育長報告３ 多摩第三小学校建替事業 第３回地域懇談会報告につい

て 

教育長報告４ 多摩市立市民活動・交流センター及び多摩市立多摩ふる

さと資料館の愛称について 

教育長報告５ 「東京都指定無形民俗文化財（民俗技術）」の指定につ

いて 

教育長報告６ 多摩市立中央図書館建設工事の進捗状況等について 

教育長報告７ 令和５年度多摩市立学校給食センター給食費会計予算書

について 

承認第１号 校長及び副校長の任命について教育長の専決により東京

都教育委員会に内申したことの承認を求めることについ

て 

第４号議案 令和４年度下半期多摩市教育委員会表彰被表彰者の決定

について 

第５号議案 多摩市教育委員会が管理する行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用に関する規則の一部を改

正する規則の制定について 

第６号議案 多摩市立学校給食センターの給食費等に関する規則の一

部を改正する規則の制定について 

第７号議案 令和６年度使用多摩市立小学校教科用図書採択要綱の制

定について 

第８号議案 令和６年度使用多摩市立小・中学校特別支援学級教科用

図書採択要綱の制定について 

協議１ 第二次多摩市教育振興プランに基づく令和５年度の取り

組みについて 

令和5年3月27日 

第５回定例会 

教育長報告１ 教育委員会委員の活動実績について 

教育長報告２ ヤングケアラーに関する実態調査報告書について 

教育長報告３ 「遊々の森における体験活動に関する協定書」の締結に

ついて 
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年月日・会議名 付  議  事  案 

教育長報告４ 学校給食における飲用牛乳の対応について 

教育長報告５ 学校におけるＩＣＴ機器と健康に関するアンケート（令

和５年１月度）結果について 

承認第２号 多摩市公立学校教職員定期異動、指導主事及び東京都教

育委員会の課長級の人事（令和５年４月１日）を教育長

の専決により処理したことの承認を求めることについて 

第９号議案 多摩市教育委員会事務局職員の人事異動について 

第１０号議案 令和４年度下半期多摩市教育委員会表彰被表彰者の一部

変更について 

第１１号議案 第二次多摩市教育振興プランに基づく令和５年度の取り

組みについて 

第１２号議案 多摩市学びあい育ちあい推進審議会委員の解嘱及び委嘱

について 

第１３号議案 多摩市教育委員会が管理する情報システムの管理運営に

関する規則等の一部を改正する規則の制定について 

第１４号議案 多摩市教育委員会における多摩市自治基本条例の施行に

関する規則の一部を改正する規則の制定について 

第１５号議案 多摩市公立学校における事案決定等に関する規程の一部

を改正する規程の制定について 

第１６号議案 多摩市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する規程

の制定について 

第１７号議案 多摩市教育委員会事務局文書管理規程の一部を改正する

規程の制定について 

第１８号議案 多摩市公立学校職員服務規程等の一部を改正する規程の

制定について 

第１９号議案 多摩市教育委員会行政手続等における情報通信の技術の

利用に関する規則の一部を改正する規則の制定について 

第２０号議案 多摩市図書館条例の一部を改正する条例の施行期日を定

める規則の制定について 

第２１号議案 多摩市立図書館の管理運営に関する規則の一部を改正す

る規則の制定について 

第２２号議案 多摩市図書館協議会規則の一部を改正する規則の制定に

ついて 

第２３号議案 多摩市立図書館処務規程の一部を改正する規程の制定に

ついて 

第２４号議案 多摩市立図書館の管理運営に関する要綱の一部を改正す

る要綱の制定について 

第２５号議案 多摩市立図書館障がい者等サービス事業実施要綱の一部

を改正する要綱の制定について 

第２６号議案 多摩市立図書館読書活動等支援事業実施要綱の制定につ

いて 

協議１ 多摩第三小学校建替基本構想（素案）について 
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(2) 総合教育会議 
 

年月日・会議名 協議・調整事項 

令和４年７月１１日 

令和４年度第１回多摩市総合教育会議 

・中央図書館管理運営について 

・多摩第三小学校の整備の方向性について 

令和４年１１月２１日 

令和４年度第２回多摩市総合教育会議 
・令和５年度教育委員会の重点事項について 

 

 

(3) 事務点検評価 
 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、教育委員会の権限に属する事

務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その報告書を市議会へ提出し、公表し

ている。 

令和４年度は、以下の１０事業の評価を行った。 

・英語教育の推進、グローバル人材の育成 

・キャリア教育、体験学習の充実 

・部活動の環境整備 

・学校情報環境整備事業（ICT事業）の充実 

・学習情報の効果的な発信 

・授業改善推進プランに基づく授業の実施 

・ESDによる資質、能力の育成 

・郷土の歴史や文化財に対する学習機会の充実 

・学校開放による団体、地域活動等の支援 

・学校評価を生かした学校運営の向上 

 

 

(4) 教育訪問 
 

教育委員が、学校等の教育機関を訪問し、実態を把握することによって教育行政に反映させ

るとともに、教育機関との連携を一層緊密にするため実施している。 

令和４年度は、次のとおり実施した。 

 

回 実施日 訪 問 場 所 

１ 10月31日 多摩第三小学校、愛和小学校、東愛宕中学校 

２ 11月14日 北諏訪小学校、諏訪小学校、諏訪中学校 

３ １月16日 多摩第二小学校、和田中学校 

４ １月30日 貝取小学校、豊ヶ丘小学校、青陵中学校 

５ ２月13日 永山小学校、瓜生小学校、多摩永山中学校 
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(5) 教育委員会表彰 

 

年  度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

表彰者・団体数 

（件） 
１４ １４ １８ １７ ２９ 

 

 

令和４年度被表彰者（敬称略） 

№ 氏名（団体名） 業    績 表彰式 

 

１ 

上半期表彰 

梅澤 佳子 

 

永年勤続（学びあい育ちあい推進審議会委員） 

 

 

令和4.11.21 

２ 青木 ひとみ 永年勤続（学びあい育ちあい推進審議会委員） 

 

令和4.11.21 

３ 安孫子 昭二 永年勤続（文化財保護審議会委員） 

 
令和4.11.21 

４ 金丸 和子 永年勤続（文化財保護審議会委員） 

 

令和4.11.21 

５ 坪郷 英彦 永年勤続（文化財保護審議会委員） 

 
令和4.11.21 

６ 高久 里子 長年にわたり多摩市立東愛宕中学校に無償で生け花

を設置し、生徒の情操に寄与 

 

令和4.11.21 

７ 多摩フレンズベース

ボールクラブ 

阿波おどりカップ全国学童軟式野球大会２０２２ 

優勝 

 

令和4.11.21 

８ 松田 渉 

（東寺方小２年） 

第１２回日本バッハコンクール全国大会 小学１・

２年Ａ部門 金賞 

 

令和4.11.21 

９ 梅村 心美 

（北諏訪小５年） 

公益財団法人日本書道教育学会主催令和４年書初不

二誌上展 特選 

 

令和4.11.21 

10 梅村 悠一郎 

（北諏訪小２年） 

公益財団法人日本書道教育学会主催令和４年書初不

二誌上展 特選 

 

令和4.11.21 

11 米崎 遠和子 

（多摩中３年） 

第４６回関東中学校水泳競技大会 女子１００ｍバ

タフライ 第２位 

 

令和4.11.21 

12 園田 瑞季 

（諏訪中２年） 

第７９回全国舞踊コンクール バレエ第２部 第１

位 

 

令和4.11.21 

13 多摩市立諏訪中学校

陸上部女子リレーチ

ーム 

 

東京ライジングスター陸上２０２２ 女子中学４×

１００ｍリレー 第１位 

 

令和4.11.21 

14 村松 碧 

（諏訪中３年） 

第５０回関東中学校陸上競技大会 女子共通２００

ｍ 第５位 

 

令和4.11.21 
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№ 氏名（団体名） 業    績 表彰式 

15 多摩市立落合中学校

男子テニス部 

第４９回全国中学生テニス選手権大会 男子団体 

ベスト１６ 

 

令和4.11.21 

16 川口 孝幸 

（落合中３年） 

第７５回関東中学生テニス選手権大会 男子シング

ルス 準優勝 

第４９回全国中学生テニス選手権大会 男子シング

ルス 準優勝 

 

令和4.11.21 

17 川口 孝大 

（落合中１年） 

ユニクロ全日本ジュニアテニス選手権２０２２ 

 Ｕ１２男子シングルス 優勝 

 Ｕ１２男子ダブルス 優勝 

 

令和4.11.21 

18 水町 騎士 

（落合中２年） 

第４５回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 

１３～１４歳男子 ２００ｍ個人メドレー 第５位 

１３～１４歳男子 ４００ｍ個人メドレー 第３位 

など 

 

令和4.11.21 

19 栗山 現太 

（落合中１年） 

第１回沖縄空手少年少女世界大会 

 上地流系の部 少年Ⅰ ベスト１６ 

 

令和4.11.21 

20 由良 泰羅 

（大松台小４年） 

第１回沖縄空手少年少女世界大会 

 上地流系の部 少年少女Ⅱ 金賞 

 古武道（棒）の部 少年少女Ⅱ 銅賞 

 

令和4.11.21 

21 笹原 和夏 

（大松台小２年） 

第１回沖縄空手少年少女世界大会 

 上地流系の部 少年少女Ⅰ 金賞 

 

令和4.11.21 

22 菅谷 美結 

（大松台小４年） 

第１回沖縄空手少年少女世界大会 

 上地流系の部 少年少女Ⅱ ベスト１６ 

 古武道（棒）の部 少年少女Ⅱ ベスト８ 

 

令和4.11.21 

23 峯岸 凜太郎 

（南鶴牧小５年） 

第１回沖縄空手少年少女世界大会 

 上地流系の部 少年少女Ⅲ 銀賞 

 古武道（棒）の部 少年少女Ⅲ ベスト８ 

 

令和4.11.21 

24 後藤 あこ 

（南鶴牧小６年） 

ＵＳＡ Ａｌｌ Ｓｔａｒ Ｎａｔｉｏｎａｌｓ ２０２２ 

Junior編成 Cheerleading部門 LEVEL２ Small 

第３位 

Ｔｈｅ Ｓｕｍｍｉｔ ２０２２ 出場 など 

 

令和4.11.21 

25 小長井 聡介 

（南鶴牧小５年） 

第６５回全国学芸サイエンスコンクール 読書感想

文部門 小学生の部 旺文社赤尾好夫記念賞 

第６回全国小中学生プログラミング大会 小学生高

学年部門 優秀賞 

 

令和4.11.21 

26 名取 蓮空 

（豊ヶ丘小５年） 

第１回沖縄空手少年少女世界大会 

 上地流系の部 少年少女Ⅲ ベスト１６ 

 

令和4.11.21 
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№ 氏名（団体名） 業    績 表彰式 

27 下半期表彰 

羽入田 陽一郎 

 

永年勤続（学校医） 

 

 

令和5.3.27 

28 菅 祝子 永年勤続（学校薬剤師） 

 

令和5.3.27 

29 多摩市立連光寺小学

校学校運営協議会 

多摩市立連光寺小学

校地域学校協働本部 

 

学校と地域が一体となってＳＤＧｓの達成につなが

る活動を推進し地域教育力の向上及び地域コミュニ

ティの醸成に貢献 

令和5.3.27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度上半期教育委員会表彰受賞者のみなさん  

 

【 第 １ 部 】 
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【 第 ２ 部 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度下半期教育委員会表彰受賞者のみなさん  
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２ 学 校 教 育 
 

 

(1) 学校情報環境整備事業  

 

本事業は、１「子どもにとってわかりやすい授業の提供」、２「教職員の校務・教務の負担軽

減」の２つの目的のため、情報システム及びこれに付随する機器やサポートの提供を行う。 

 

１「子どもにとってわかりやすい授業の提供」については、平成２１年度に国の補正予算に

よる補助金を活用し、デジタルテレビ等の大型提示装置等のＩＣＴ※機器を小・中学校全校に整

備したことを皮切りに、平成２５～２８年度までの４か年で小・中学校の全校へ児童・生徒が

利用する教育用タブレット端末の整備を行ってきた。これにより、児童・生徒の情報活用能力

の向上を図るとともに、分かりやすい授業の実現に寄与し、児童・生徒の授業への関心も高ま

っている。 

平成３０・令和元年度においては、教育用タブレット端末の老朽化に伴い機器の更新を行う

とともに、教員用や特別支援学級用など配慮が必要となる児童・生徒に向けての追加整備を行

った。また、大型提示装置は多機能な電子黒板へ更新した。 

令和２年度においては、文部科学省が掲げる国策事業「ＧＩＧＡスクール構想」に対応する

とともに、コロナ禍で子どもたちの学習保障の必要性が高まる中で、平成２９年度に策定した

『多摩市学校情報環境整備方針』を改訂し、児童・生徒１人１台の教育用タブレット端末を整

備した。また、全普通教室へ大型提示装置（プロジェクター）を整備することで、教育用タブ

レット端末を中心とするＩＣＴ機器の活用を促進するための環境を実現した。コロナ禍に伴う

臨時休校に対応する際には、インターネット環境のない家庭へモバイルルーター等の貸し出し

を行い、ＩＣＴ機器を生かした家庭学習の支援についても対応を行った。これらの整備に当っ

ては、国庫及び東京都の補助金・交付金を活用した。 

教育用タブレット端末等を効果的に活用するための支援として、各学校へ専門知識を有する

ＩＣＴ支援員の派遣委託を継続して行った。令和３年度から１人１台の教育用タブレット端末

が本格的に稼働しており、令和４年度も引き続き、各学校での活用推進の支援を実施した。（令

和３年度の実績は次頁の表「ＩＣＴ支援員の支援（サポート実績）」のとおり） 

 

２「教職員の校務・教務の負担軽減」については、同じく平成２１年度の補助金を活用する

ことで、校務支援システムを導入し、小・中学校教職員１人１台のパソコンをはじめとした機

器等の整備を行った。校務事務等をシステムで一括管理することにより、校務事務の軽減や効

率化を図り、教職員の負担の軽減を進め、教職員が子どもと向き合う時間の創出を図っている。

その後、平成２８年度に引き続き、令和４年度にも校務支援システムの機器・ソフトの更新を

予定しており、さらなる校務事務の負担を軽減するための取り組みを行っている。 

 

※ICT・・・情報通信技術（Information and Communication Technology）。コンピュータを使っ
た情報処理や通信技術の総称  
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ＩＣＴ支援員の支援（サポート実績） 

年

度 

臨時職員による総合サポート対応 業務委託による教職員の授業サポート対応 

回数 時間数 主な内容 回数 時間数 主な内容 

30 395 1,734 
・ICT 機器を活用する授業

の準備の補助、操作支援、

授業事例の紹介、研修の補

助 

・校務支援システムの操作

に関する支援 

・その他、ICT 教育に係る

支援（教材作成支援等） 

200 1,397 
・ICT 機器を活用した授

業等に関する支援 

・教職員の ICT スキルを

高めるための支援 

・ICT 機器、校務支援用

PC 等の不具合時の支援 

・その他業務支援（研究授

業、ホームページ支援等） 

元 301 1,291 903 6,323 

2   1,042 7,295 

3   632 4,428 

4   592 4,141 

(注) 業務委託による ICT 支援員派遣は平成３０年９月から７校、令和元年９月から１９校に開始した。 

 

 

小・中学校における教育用タブレット端末及び電子黒板等（プロジェクター含む）の台数一覧 

（令和５年３月末日時点） 

学校名 
タブレット 

台数 

電子黒板 

等台数 
学校名 

タブレット 

台数 

電子黒板 

等台数 

多摩第一小学校 682 26 貝取小学校 285 19 

多摩第二小学校 560 26 豊ヶ丘小学校 280 14 

多摩第三小学校 376 19 愛和小学校 398 18 

連光寺小学校 393 18 多摩中学校 508 24 

北諏訪小学校 557 23 東愛宕中学校 250 13 

東寺方小学校 574 26 和田中学校 462 20 

南鶴牧小学校 578 26 諏訪中学校 385 17 

聖ヶ丘小学校 334 18 聖ヶ丘中学校 308 15 

西落合小学校 491 21 鶴牧中学校 496 20 

大松台小学校 527 23 多摩永山中学校 348 15 

諏訪小学校 493 24 落合中学校 410 20 

永山小学校 428 22 青陵中学校 373 19 

瓜生小学校 230 13 教育センター 8 2 

東落合小学校 383 20 総合計 11,117 521 
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(2) 条件付学校希望制（通常の学級）  

多摩市では住所に基づいて就学する学校を指定している（指定校という）が、一定の条件に

該当する場合には指定校以外の学校へ就学を希望できる条件付学校希望制を、平成２５年度よ

り実施している。 

翌年度の新１年生については、１０月頃に申請受付を行い、希望者が受入上限人数を超えた

学校については、１１月中旬に公開抽選を実施する。在校生については、一定の条件に該当し

た場合（学区が変わる市内転居をしたが、転居前の在籍校に引き続き就学を希望する場合等）

に条件付学校希望制の申請を受け付ける。なお、引き続き就学が可能な期間は学年により異な

る。 

 

令和５年度新１年生の就学状況                （令和５年４月７日時点） 

 
令和5年度入学 

児童・生徒数 

内   訳 

学区内 

居住者数 

条件付学校希望制で 

学区外から入学した人数 

区域外就学で他市 

から入学した人数 

小学校 1,008人 988人 18人 2人 

中学校 934人 904人 29人 1人 

 

(3) 区域外就学  

区域外就学は、市外に転出した児童・生徒が引き続き多摩市の学校に就学することができる

制度で、市立学校に引き続き就学するときは、教育委員会（学校支援課）にて「区域外就学願」

の届出を行う。 

 

令和４年度の区域外就学者数        （令和４年５月１日時点） 

 
他市区町村からの 

区域外就学者数 

他市区町村への 

区域外就学者数 
合計 

小学校 3人 6人 9人 

中学校 4人 8人 12人 

 

(4) 通学路の安全対策  

教育委員会では、学校を通じて児童・生徒が通学する通学路の安全性を確認するとともに、

通学途上の安全を確保するため、各種要望に対し現地調査を行い、通学路の警戒標識・通学路

標識表示板（電柱巻きつけ標識）の設置等を行っている。 

また、平成２４年度からは関係所や多摩中央警察署と一緒に現地を確認する「通学路合同安

全点検」を年１回実施している。 

平成２６年度から東京都通学路防犯設備整備補助金を活用し、小学校の通学路に防犯カメラ

を順次設置しており、平成３０年度で全小学校への防犯カメラの設置が完了した。 

なお、通学上、特に注意を必要とする箇所において、児童・生徒の安全指導を行う通学路安

全整理業務従事者を委託により配置している。 

 

指 導 員 等 人数 

通学路安全整理業務従事者    8人 
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(5) 学校基本調査  

 

学校教育行政に必要な学校に関する基本事項について文部科学省が行う調査で、毎年５月１

日を基準日として、小学校、中学校、高等学校、大学、幼稚園、専門学校を対象に実施される。

教育委員会では公立小・中学校に関する調査に回答している。 

調査の結果については、国や都の教育上の諸計画を策定するための基礎資料や地方交付税算

定、国庫補助金算定のための基礎数値等として利用されている。 

 

 

(6) 多摩市外国人学校児童・生徒の保護者に対する補助金交付  

 

外国人学校に在籍している在日外国人の児童・生徒の保護者に対し、経済的負担の軽減のた

めに補助金の交付を行っている。 

 

外国人学校児童・生徒保護者補助金交付者数 

年 度 交 付 総 額 交付単価(月額) 申 請 者 数 交 付 者 数 

３０ 48,000円 1,000円 4人 4人 

元 24,000円 1,000円 2人 2人 

２ 24,000円 1,000円 2人 2人 

３ 24,000円 1,000円 2人 2人 

４ 24,000円 1,000円 2人 2人 

 

 

(7) 小・中学校への転入学及び児童・生徒数・学級数  

 

ア  転入学（転校）の手続き  

多摩市への転入により多摩市立小・中学校に転入学する際や、学区域の変わる市内転居に

伴って転校する際には、市民課での住民票の転入（転居）届とあわせて、教育委員会学校支

援課で児童・生徒転（編）入学届を提出する。その後、教育委員会が発行する「転（編）入

学通知書」と前学校が発行する「在学証明書」と「教科用図書給与証明書」を就学する学校

に提出する。 

なお、市内転居により学区域が変わったが、これまでの在籍校に引き続き就学したい場合

には、条件付学校希望制の申請を行う。（項番２参照） 

 

イ  多摩市外の学校に転校の手続き  

多摩市外に転出し、学校を転校するときは、在学している学校が発行する「在学証明書」

と「教科用図書給与証明書」を持って、転出先の教育委員会にて必要な手続きを行う。 
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ウ  公立小学校・中学校の児童・生徒数及び学級数 (通常の学級 ) 

 

小学校                                 令和５年５月１日現在 

学校名 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

児 

童 

数 

学 

級 

数 

児 

童 

数 

学 

級 

数 

児 

童 

数 

学 

級 

数 

児 

童 

数 

学 

級 

数 

児 

童 

数 

学 

級 

数 

児 

童 

数 

学 

級 

数 

児 

童 

数 

学 

級 

数 

多摩第一小 91 3 82 3 103 3 96 3 103 3 118 3 593 18 

多摩第二小 54 2 68 2 70 2 97 3 74 2 82 3 445 14 

多摩第三小 66 2 66 2 69 2 51 2 46 2 48 2 346 12 

連光寺小 60 2 49 2 66 2 67 2 68 2 50 2 360 12 

北諏訪小 87 3 73 3 92 3 92 3 82 3 87 3 513 18 

東寺方小 93 3 101 3 83 3 79 3 88 3 61 2 505 17 

南鶴牧小 107 4 88 3 91 3 79 3 71 2 87 3 523 18 

聖ヶ丘小 39 2 50 2 56 2 48 2 48 2 57 2 298 12 

西落合小 64 2 53 2 77 3 76 3 72 2 76 2 418 14 

大松台小 61 2 59 2 66 2 83 3 83 3 67 2 419 14 

諏 訪 小 51 2 71 3 64 2 68 2 68 2 86 3 408 14 

永 山 小 48 2 58 2 56 2 50 2 53 2 51 2 316 12 

瓜 生 小 31 1 27 1 32 1 41 2 30 1 35 1 196 7 

東落合小 52 2 46 2 55 2 65 2 50 2 48 2 316 12 

貝 取 小 30 1 33 1 29 1 35 1 30 1 31 1 188 6 

豊ヶ丘小 31 1 26 1 35 1 36 2 39 1 54 2 221 8 

愛 和 小 43 2 41 2 57 2 63 2 49 2 62 2 315 12 

小学校合計 1,008 36 991 36 1,101 36 1,126 40 1,054 35 1,100 37 6,380 220 

 

中学校                                令和５年５月１日現在 

学校名 
１年 ２年 ３年 合  計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

多 摩 中 130 4 152 4 141 4 423 12 

東愛宕中 58 2 66 2 62 2 186 6 

和 田 中 121 4 139 4 122 4 382 12 

諏 訪 中 112 4 120 3 110 3 342 10 

聖ヶ丘中 88 3 104 3 89 3 281 9 

鶴 牧 中 143 5 142 4 153 4 438 13 

多摩永山中 76 3 99 3 105 3 280 9 

落 合 中 125 4 107 3 111 3 343 10 

青 陵 中 81 3 97 3 109 3 287 9 

中学校合計 934 32 1,026 29 1,002 29 2,962 90 
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エ  特別支援学級・特別支援教室の児童・生徒数    

 

(ｱ) 特別支援学級（固定学級、通級指導学級） 

小学校                              令和５年５月１日現在 

学校名 
児童・生徒数 学級数 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 言語 難聴 知的 情緒 計 

多摩第二小（にじ組） 9 4 11 7 10 9 50 － － － 7 7 

北諏訪小（きこえ） (0) (0) (1) (2) (0) (0) (3) － (1) － － (1) 

（ことば） (4) (14) (11) (10) (5) (2) (46) (3) － － － (3) 

東寺方小（こま） 4 7 4 5 10 3 33 － － 5 － 5 

南鶴牧小（ふたば） 5 3 7 7 5 5 32 － － － 4 4 

諏訪小（なかよし） 2 2 3 9 3 4 23 － － － 3 3 

永山小（わかくさ） 5 8 5 10 4 5 37 － － 5 － 5 

東落合小（さくら４組） 4 6 1 2 4 4 21 － － 3 － 3 

貝取小（みどり） 4 4 7 4 8 6 33 － － － 5 5 

小学校計 
33 

(4) 

34 

(14) 

38 

(12) 

44 

(12) 

44 

(5) 

36 

(2) 

229 

(49) 

－ 

(3) 

－ 

(1) 

13 

－ 

19 

－ 

32 

(4) 

※カッコ内は通級指導学級 

 

中学校                              令和５年５月１日現在 

学校名 
児童・生徒数 学級数 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 言語 難聴 知的 情緒 計 

多摩中（Ｆ組） 16 18 14 － － － 48 － － － 6 6 

和田中（５組） 11 7 9 － － － 27 － － 4 － 4 

諏訪中（５組） 5 6 6 － － － 17 － － 3 － 3 

落合中（５組） 5 5 8 － － － 18 － － 3 － 3 

青陵中（５組） 11 17 8 － － － 36 － － － 5 5 

中学校計 48 53 45 － － － 146 － － 10 11 21 
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(ｲ) 特別支援教室 

 

小学校                               令和５年５月１日現在 

学校名 
児童数 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 

拠点校 多摩第一小学校 9 5 4 3 4 3 28 

巡回校 多摩第二小学校 3 7 5 6 4 3 28 

巡回校 東寺方小学校 5 9 13 5 10 7 49 

拠点校 聖ヶ丘小学校 1 1 1 5 3 7 18 

巡回校 連光寺小学校 5 5 1 5 3 2 21 

拠点校 西落合小学校 4 5 6 5 5 4 29 

巡回校 東落合小学校 2 7 0 5 10 2 26 

拠点校 大松台小学校 5 3 3 16 8 4 39 

巡回校 南鶴牧小学校 6 7 9 7 7 4 40 

拠点校 諏訪小学校 0 3 2 5 3 4 17 

巡回校 北諏訪小学校 4 2 3 6 4 5 24 

拠点校 瓜生小学校 2 4 3 6 3 3 21 

巡回校 永山小学校 0 3 7 2 2 8 22 

拠点校 豊ヶ丘小学校 6 3 8 3 5 5 30 

巡回校 貝取小学校 2 5 4 6 2 4 23 

拠点校 愛和小学校 1 7 6 7 4 1 26 

巡回校 多摩第三小学校 3 6 7 2 4 2 24 

合計 58 82 82 94 81 68 465 

 

中学校                   令和５年５月１日現在 

学校名 
生徒数 

1年 2年 3年 合計 

巡回校 多摩中学校 1 3 2 6 

巡回校 東愛宕中学校 2 2 2 6 

巡回校 和田中学校 7 5 3 15 

巡回校 諏訪中学校 7 5 1 13 

巡回校 聖ヶ丘中学校 3 1 1 5 

巡回校 鶴牧中学校 7 1 2 10 

拠点校 多摩永山中学校 3 5 2 10 

巡回校 落合中学校 5 2 7 14 

巡回校 青陵中学校 5 6 2 13 

合計 40 30 22 92 
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(8) 学校保健  

 

ア  各種検査・健診状況  

児童・生徒の健康管理及び健康の保持・増進を図るための健康診断として、次の検査を実

施している。 

 

(ｱ) 貧血検査 

対 象：女子 中学校２～３年生のうち、保護者の希望する者。 

    男子 中学校２～３年生のうち、中学校１（２）年生時に未受診で、保護者の

希望する者。 

    （小５・中１については、小児生活習慣病予防健診で実施） 

    ※令和２年度より対象者を変更した。 

     変更前：中学校２年生・３年生のうち、保護者の希望のある者 

     変更理由：中学校２年生・３年生の男子の「要受診」判定率が極めて低いた

め。ただし、男子について、小学校５年生、中学校１年生の小児

生活習慣病予防健診時並びに中学校１年生・２年生で未受診の者 

          は希望性とすることで機会を確保する。（多摩市学校保健会理事

会にて決定） 

方 法：前肘部静脈採血により､血色素量､赤血球数､白血球数､ヘマトクリット値､ＭＣ

Ｖ､ＭＣＨ、ＭＣＨＣを調べる。 

目 的：小児期の急激な身体の発育に伴う栄養素（特に鉄分）の不足等による無自覚性

の貧血を早期に発見し、児童・生徒が健全な学校生活を送るための健康管理の

一助とする。 

 

(ｲ) 小児生活習慣病予防健診 

対 象：児童 小学校５年生で保護者が希望した者 

         小学校６年生で次に該当する者で保護者が希望した者 

他地区からの転入者 

 生徒 中学校１年生で保護者が希望した者 

          中学校２・３年生で次に該当する者で保護者が希望した者 

             「中学校２・３年生の次年度経過観察者抽出基準」に該当した者 

          他地区からの転入者 

方 法：身長・体重計測値より肥満度の算出、血液検査（総コレステロール、ＨＤＬコ

レステロール、ＬＤＬコレステロール、貧血）､血圧測定 

目 的：子どもの生活習慣病のうち、動脈硬化、高血圧、高脂血症、肥満、痩せすぎ等

の恐れのある児童・生徒を早期に発見し、健全な学校生活を送るための一助と

する。 
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児童・生徒各種健康診断結果の年度別推移 

年度 検 査 項 目 

小  学  校 中  学  校 

検査 

人員 

人 

陽性 

者数 

人 

率 

 

％ 

検査 

人員 

人 

陽性 

者数 

人 

率 

 

％ 

30 
貧 血 検 査 

小 児 生 活 習 慣 病 予 防 健 診 

1,003 

1,010 

10 

－ 

1.00 

－ 

2,247 

819 

81 

－ 

3.60 

－ 

元 
貧 血 検 査 

小 児 生 活 習 慣 病 予 防 健 診 

980 

989 

12 

－ 

1.22 

－ 

2,231 

912 

91 

－ 

4.08 

－ 

2 
貧 血 検 査 

小 児 生 活 習 慣 病 予 防 健 診 

1,009 

1,011 

10 

－ 

0.99 

－ 

1,620 

937 

87 

－ 

5.37 

－ 

3 
貧 血 検 査 

小 児 生 活 習 慣 病 予 防 健 診 

881 

884 

9 

－ 

1.02 

－ 

1,587 

891 

88 

－ 

5.55 

－ 

4 
貧 血 検 査 

小 児 生 活 習 慣 病 予 防 健 診 

856 

862 

15 

－ 

1.75 

－ 

1,534 

914 

116 

－ 

7.56 

－ 

 

 

イ  腎臓病検診（糖尿病検診）  

若年者の無症候性の尿異常及び腎疾患並びに糖尿病の早期発見と定期的に健康状態を管理

し、かつ、異常者を早期治療に導くために、昭和６２年度から尿検査の１次、２次検査に３

次検査を追加し、腎臓病検診（糖尿病検診）として検査を充実し、学校集団生活における健

康管理に努めている。 

対 象：児童・生徒 

方 法：１次－蛋白、糖、潜血、ｐＨ（試験紙法） 

２次－蛋白、糖、潜血、ｐＨ、陽性の場合沈査鏡検 

３次－腎臓病……専門医による問診、診察、血圧の測定、検尿（早朝第１尿、

昼間尿）、血液検査（ヘモグロビン、ヘマトクリット、赤血

球数、白血球数、ＣＲＰ、総蛋白、Ａ／Ｇ比、アルブミン、

総コレステロール、尿素窒素（ＢＵＮ）、クレアチニン） 

    糖尿病……専門医による診察、尿糖検査、血糖、ＨｂＡ１ｃ、ＧＡＤ、

ＧＰＴ、トリグリセライド、インスリン、ブドウ糖負荷試験

（医師の指示による） 
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児童・生徒腎臓病検診の年度別検診結果の推移 

校 
 

種 

年 
 

度 

第一次検査受診者 第二次検査受診者 
三
次
検
査
対
象
者 

人 

有所見者 

有   所   見   者   内   訳 

人 

陽性者 

人 

陽性者 腎 炎 腎炎の疑い 血 尿 微小血尿 蛋白尿 尿路感染症 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

小 

学 

校 

30 7,113 229 3.22 216 99 1.39 84 56 0.79     14 0.20 35 0.49 7 0.10   

元 7,001 214 3.06 203 96 1.37 73 46 0.66   3 0.04 16 0.23 19 0.27 6 0.09 2 0.03 

2 6,972 169 2.42 161 60 0.86 48 34 0.49   1 0.01 17 0.24 11 0.16 4 0.06 1 0.01 

3 6,908 231 3.34 222 124 1.80 108 53 0.77   
  

20 0.29 26 0.38 3 0.04 3 0.04 

4 6,668 196 2.94 183 77 1.15 61 49 0.73   4 0.06 13 0.19 20 0.30 5 0.07 6 0.09 

中 

学 

校 

30 2,926 193 6.60 178 74 2.53 60 23 0.79     4 0.14 7 0.24 9 0.31 1 0.03 

元 2,921 245 8.39 227 78 2.67 61 30 1.03     2 0.07 10 0.34 17 0.58 1 0.03 

2 3,013 221 7.33 205 61 2.02 49 26 0.86   
  

7 0.23 9 0.30 8 0.27 1 0.03 

3 3,086 217 7.03 209 73 2.37 58 11 0.36     2 0.06 2 0.06 5 0.16 1 0.03 

4 3,080 220 7.14 207 70 2.27 59 30 0.97   2 0.06 2 0.06 5 0.16 21 0.68   

 

児童・生徒糖尿病検診の年度別検診結果の推移 

校 

種 

年 
度 

第一次検査対象者 第二次検査対象者 三

次

検

査 

対
象
者 

人 

有所見者 
有所見者の内訳 

人 
陽性者 

人 
陽性者 糖尿病 糖尿病の疑い その他 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

小 

学 

校 
30 7,113 9 0.13 7 2 0.03 1 0 0.00       

元 7,001 4 0.06 3 1 0.01 0 0 0.00       

2 6,972 6 0.09 5 1 0.01 1 0 0.00       

3 6,908 6 0.09 5 3 0.04 3 0 0.00 

 

      

4 6,668 7 0.10 6 1 0.01 0 0 0.00       

中 

学 

校 

30 2,926 10 0.34 10 2 0.07 1 0 0.00       

元 2,921 5 0.17 5 2 0.07 2 0 0.00       

2 3,013 5 0.17 4 2 0.07 2 1 0.03 1 0.03     

3 3,086 

 

5 0.16 5 2 0.06 1 0 0.00       

4 3,080 4

0.

13 

0.13 

 

3 1 0.03 1 0 0.00       
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ウ  心臓検診  

潜在的な心疾患を有する児童・生徒の発見及び手術済あるいはまだ管理されていない心疾

患を有する児童・生徒の発見をし、正確適正な管理指導を行い、児童・生徒が健全な学校生

活を送るための一助とする。 

対 象：① 小学校１年生及び中学校１年生 

② その他の学年の児童・生徒で、次に該当する者 

 イ 前年度以前の検診の結果で、次年度再検の指示があった者 

 ロ 学校医の指示のある者 

 ハ 他地区からの転入者で心臓検診未実施の者 

 

心臓検診の検診結果の年度別推移 

校 

種 

年 

度 

一次検査 

受 診 者 

人 

二次対象者 有所見者 
有所見者内訳（人） （％） 

先天性心疾患 後天性心疾患 その他の心疾患 心電図異常 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

小 

学 

校 

30 1,149 14 1.22 17 1.48 6 0.52     11 0.96 

元 1,106 19 1.72 23 2.08 13 1.18   
  

10 0.90 

2 1,194 17 1.42 20 1.68 6 0.50 1 0.08 2 0.17 11 0.92 

3 1,155 22 1.90 20 1.73 9 0.78 1 0.09 
  

10 0.87 

4 1,043 33 3.16 18 1.73 10 0.96     8 0.77 

中 

学 

校 

30 958 22 2.30 25 2.61 6 0.63 1 0.10   18 1.88 

元 1,048 36 3.44 14 1.34 4 0.38   
  

10 0.95 

2 1,036 32 3.09 15 1.45 9 0.87   
  

6 0.58 

3 1,030 32 3.10 25 2.43 12 1.17    1  0.10 
  

12 1.17 

4 1,070 38 3.55 18 1.68 7 0.65     11 1.03 
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エ  結核健診  

 

(ｱ) 目的 

児童・生徒が万が一結核に罹患した場合、健康上だけでなく教育上の重大な影響があるた

め、平成２４年３月に文部科学省が策定した「学校における結核対策マニュアル」に基づき

結核健診をおこなう。問診票による調査を実施し、学校医の判断及び保健所や結核の専門医

の助言を受けた上で、結核の精密検査の対象者を教育委員会が決定し、検査を実施する。 

※平成１４年度まで・・小学校１年生、中学校１年生にツベルクリン反応検査実施 

※平成１５年度以降・・児童・生徒全員に対する問診票による調査実施 

 

(ｲ) 健診の実施 

結核健診は、全学年に対して行う。 

ａ 問診票による調査 

学校長は、全学年の児童・生徒に対し結核に関する健康調査として「結核健診問診

票」を保護者宛に配付し、結核罹患歴、予防内服歴、家族等の結核罹患歴、高まん延

国での居住歴、自覚症状（２週間以上の咳や痰）、ＢＣＧ接種状況歴の調査を行う。 

ｂ 学校医による内科健診及び報告 

学校医による内科健診に際して、結核健診問診票の記載事項と診察により精密検査

の必要があると指示があった場合には、学校長は必ず把握し、教育委員会に報告する。 

ｃ 精密検査対象者の決定 

教育委員会は、学校長より報告のあった児童・生徒の結核健診問診票及び内科健診

の所見に基づき、結核専門医及び保健所の助言を得て、精密検査が必要と認められる

対象者を決定する。 

ｄ 精密検査の実施 

教育委員会は、精密検査対象者に対し胸部エックス線撮影による精密検査を健診機

関に委託して実施する。 

ｅ 精密検査の事後措置 

教育委員会は、精密検査の結果を検査実施機関から受け、要医療、経過観察、異常

なしの児童・生徒に分け、学校等に報告する。 

要医療、経過観察の児童・生徒に対しては、本人及び保護者に対して、治療や検診、

定期的な管理について説明を行い、その後の保健管理、保健指導及び健康相談等が、

学校医の指導を受けながら適切に行われるようにする。 



71 

 

結核健診の健診結果の年度別推移 

 

年 

度 

Ｘ  線  直  接  撮  影 

       

人 
人  

要医療（予防内服含む） 

％  人  ％  

小 

学 

校 

30 17 0 0.00 

元 21 0 0.00 

2 32（※1） 0 0.00 

3 16 0 0.00 

4 15（※2） 0 0.00 

中 

学 

校 

30 5 0 0.00 

元 2 0 0.00 

2 7 0 0.00 

3 6 0 0.00 

4 0 0 0.00 

※１ 問診のみの人数（２人）を含む。 

※２ 問診のみの人数（１人）を含む。 

 

 

オ  脊柱側わん検診  

側わん症とは、脊柱が横に曲がり、さらにねじれてしまう病気で、進行すると種々の障害

を引き起こす原因となる。 

さらに、この病気は原因がまだはっきりしない特発性側わん症が非常に多く、また、発症

年齢は思春期、すなわち小学校上級生（５・６年生）頃から中学生にかけて最も多く、女子

に多いのが特徴である。 

当市では、科学的検査方法を導入し、その早期発見に努めている。 

 

対 象：次のうち、保護者の希望のある者 

① 小学校５年生・中学校１年生 

② その他の学年の児童・生徒で、学校医、学校長等による抽出者 

③ その他の学年の児童・生徒で、前年度の検診結果により、次年度再検査と

指示されている者    

方 法：１次検診－モアレ写真撮影 

 ２次検診－専門医の診察（コブ度数の計測・指導） 

  直接エックス線撮影(立位全脊柱) 

  身長・体重計測 

  医師の指示による検査 
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脊柱側わん検診結果の年度別推移（小学校） 

 
性 

別 

１次検診・モアレ撮影 ２次検診・専門医の診察／直接Ｘ線撮影 

受診者 要２次検査 病院管理 次年度再検診 受診者 要治療 
要観察イ 

(3～6ヵ月後） 

要観察ロ 

(１年後) 

次年度 

Ｘ－Ｐ再検査 

人 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

30

年 

度 

５
年
生 

男
女
計 

579 
586 

1,165 

0 
7 
7 

0.0 
1.2 
0.6 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

5 
34 
39 

0.9 
5.8 
3.3 

0 
7 
7 

0.0 
1.2 
0.6 

0 
3 
3 

0.0 
0.5 
0.3 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
2 
2 

0.0 
0.3 
0.2 

他
学
年 

男
女
計 

32 
41 
73 

1 
7 
8 

3.1 
17.1 
11.0 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

4 
13 
17 

12.5 
31.7 
23.3 

0 
6 
6 

0.0 
14.6 
8.2 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
3 
3 

0.0 
7.3 
4.1 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
3 
3 

0.0 
7.3 
4.1 

元

年 

度 

５
年
生 

男
女
計 

594 
580 

1,174 

0 
12 
12 

0.0 
2.1 
1.0 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

13 
43 
56 

2.2 
7.4 
4.8 

0 
10 
10 

0.0 
1.7 
0.9 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

0 
4 
4 

0.0 
0.7 
0.3 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
5 
5 

0.0 
0.9 
0.4 

他
学
年 

男
女
計 

21 
35 
56 

1 
7 
8 

4.8 
20.0 
14.3 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

5 
15 
20 

23.8 
42.9 
35.7 

1 
5 
6 

4.8 
14.3 
10.7 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

1 
3 
4 

4.8 
8.6 
7.1 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
1 
1 

0.0 
2.9 
1.8 

2

年 

度 

５
年
生 

男
女
計 

622 
584 

1,206 

1 
6 
7 

0.2 
1.0 
0.6 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

19 
34 
53 

3.1 
5.8 
4.4 

1 
6 
7 

0.2 
1.0 
0.6 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

0 
3 
3 

0.0 
0.5 
0.2 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
2 
2 

0.0 
0.3 
0.2 

他
学
年 

男
女
計 

19 
49 
68 

1 
12 
13 

5.3 
24.5 
19.1 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

3 
17 
20 

15.8 
34.7 
29.4 

1 
9 
10 

5.3 
18.4 
14.7 

0 
2 
2 

0.0 
4.1 
2.9 

0 
5 
5 

0.0 
10.2 
7.4 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

1 
2 
3 

5.3 
4.1 
4.4 

3

年 

度 

５
年
生 

男
女
計 

540 
552 

1,092 

1 
5 
6 

0.19 
0.91 
0.55 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

17 
44 
61 

3.2 
8.0 
5.6 

1 
5 
6 

0.2 
0.9 
0.6 

1 
1 
2 

0.2 
0.2 
0.2 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
3 
3 

0.0 
0.5 
0.3 

他
学
年 

男
女
計 

24 
39 
63 

1 
9 
10 

4.2 
23.1 
15.9 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

9 
13 
22 

37.5 
33.3 
34.9 

1 
9 
10 

4.2 
23.1 
15.9 

0 
1 
1 

0.0 
2.6 
1.6 

1 
2 
3 

4.2 
5.1 
4.8 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
5 
5 

0.0 
12.8 
7.9 

4

年 

度 

５
年
生 

男
女
計 

563 
525 
1088 

0 
17 
17 

0.0 
3.2 
1.6 

0
0
0 

0.0 
0.0 
0.0 

14 
42 
56 

2.5 
8.0 
5.2 

0 
16 
16 

0.0 
3.0 
1.5 

0 
3 
3 

0.0 
0.6 
0.3 

0 
8 
8 

0.0 
1.5 
0.7 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
5 
5 

0.0 
1.0 
0.5 

他
学
年 

男
女
計 

22 
44 
66 

0 
9 
9 

0.0 
20.5 
13.6 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

4 
12 
16 

18.2 
27.3 
24.2 

0 
9 
9 

0.0 
20.5 
13.6 

0 
2 
2 

0.0 
4.5 
3.0 

0 
2 
2 

0.0 
4.5 
3.0 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
5 
5 

0.0 
11.4 
7.6 

（注） 率（％）は１次受診者数に対してのものである。 
《共通》要 治 療：専門の整形外科医による治療が必要な人。 
    要観察イ：専門の整形外科医のもとで３～６ヶ月後にもう一度、診察を受けることが必要な人。 
    要観察ロ：専門の整形外科医のもとで１年後にもう一度、診察を受けることが必要な人。 
    次年度Ｘ－Ｐ再検査：次年度の検診時、直接Ｘ線撮影を受けることが必要な人。 
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脊柱側わん検診結果の年度別推移（中学校） 

 
性 

別 

１次検診・モアレ撮影 ２次検診・専門医の診察／直接Ｘ線撮影 

受診者 要２次検査 病院管理 次年度再検診 受診者 要治療 
要観察イ 

(3～6ヵ月後） 

要観察ロ 

(１年後) 

次年度 

Ｘ－Ｐ再検査 

人 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

30 

年 

度 

１
年
生 

男
女
計 

476 
424 
900 

1 
11 
12 

0.2 
2.6 
1.3 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

26 
50 
76 

5.5 
11.8 
8.4 

1 
7 
8 

0.2 
1.7 
0.9 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

1 
4 
5 

0.2 
0.9 
0.6 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
2 
2 

0.0 
0.5 
0.2 

他
学
年 

男
女
計 

45 
75 
120 

8 
31 
39 

17.8 
41.3 
32.5 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

11 
21 
32 

24.4 
28.0 
26.7 

4 
24 
28 

8.9 
32.0 
23.3 

1 
3 
4 

2.2 
4.0 
3.3 

1 
11 
12 

2.2 
14.7 
10.0 

1 
2 
3 

2.2 
2.7 
2.5 

1 
1 
2 

2.2 
1.3 
1.7 

元

年 

度 

１
年
生 

男
女
計 

495 
476 
971 

6 
12 
18 

1.2 
2.5 
1.9 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

29 
52 
81 

5.9 
10.9 
8.3 

5 
10 
15 

1.0 
2.1 
1.5 

1 
2 
3 

0.2 
0.4 
0.3 

0 
6 
6 

0.0 
1.3 
0.6 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

4 
1 
5 

0.8 
0.2 
0.5 

他
学
年 

男
女
計 

42 
81 
123 

14 
36 
50 

33.3 
44.4 
40.7 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

15 
20 
35 

35.7 
24.7 
28.5 

10 
32 
42 

23.8 
39.5 
34.1 

0 
3 
3 

0.0 
3.7 
2.4 

1 
10 
11 

2.4 
12.3 
8.9 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

3 
6 
9 

7.1 
7.4 
7.3 

2 

年 

度 

１
年
生 

男
女
計 

511 
488 
999 

1 
25 
26 

0.2 
5.1 
2.6 

1 
2 
3 

0.2 
0.4 
0.3 

33 
64 
97 

6.5 
13.1 
9.7 

1 
16 
17 

0.2 
3.3 
1.7 

0 
3 
3 

0.0 
0.6 
0.3 

0 
4 
4 

0.0 
0.8 
0.4 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

1 
9 
10 

0.2 
1.8 
1.0 

他
学
年 

男
女
計 

61 
91 
152 

20 
33 
53 

32.8 
36.3 
34.9 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

15 
28 
43 

24.6 
30.8 
28.3 

13 
22 
35 

21.3 
24.2 
23.0 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

2 
7 
9 

3.3 
7.7 
5.9 

4 
5 
9 

6.6 
5.5 
5.9 

5 
4 
9 

8.2 
4.4 
5.9 

3 

年 

度 

１
年
生 

男
女
計 

496 
458 
954 

0 
22 
22 

0 
4.8 
2.3 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

36 
50 
86 

7.3 
10.9 
9.0 

0 
15 
15 

0.0 
3.3 
1.6 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
8 
8 

0.0 
1.8 
0.8 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
6 
6 

0.0 
1.3 
0.6 

他
学
年 

男
女
計 

60 
107 
167 

13 
38 
51 

21.7 
35.5 
30.5 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

6 
26 
32 

10.0 
24.3 
19.2 

9 
28 
37 

15.0 
26.2 
22.2 

0 
2 
2 

0.0 
1.9 
1.2 

1 
7 
8 

1.7 
6.5 
4.8 

1 
7 
8 

1.7 
6.5 
4.8 

3 
8 
11 

5.0 
7.5 
6.6 

4 

年 

度 

１
年
生 

男
女
計 

536 
466 
1002 

7 
22 
29 

1.3 
4.7 
2.9 

0 
1 
1 

0.0 
0.2 
0.1 

25 
72 
97 

4.7 
15.5 
9.7 

3 
16 
19 

0.6 
3.4 
1.9 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

3 
6 
9 

0.6 
1.3 
0.9 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
8 
8 

0.0 
1.7 
0.8 

他
学
年 

男
女
計 

61 
83 
144 

6 
29 
35 

9.8 
34.9 
24.3 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

16 
13 
29 

26.2 
15.7 
20.1 

5 
18 
23 

8.2 
21.7 
16.0 

0 
0 
0 

0.0 
0.0 
0.0 

0 
8 
8 

0.0 
9.6 
5.6 

1 
4 
5 

1.6 
4.8 
3.5 

2 
1 
3 

3.3 
1.2 
2.1 

（注）  率（％）は１次受診者数に対してのものである。 
《共通》 要 治 療：専門の整形外科医による治療が必要な人。 
     要観察イ：専門の整形外科医のもとで３～６ヶ月後にもう一度、診察を受けることが必要な人。 
     要観察ロ：専門の整形外科医のもとで１年後にもう一度、診察を受けることが必要な人。 
     次年度Ｘ－Ｐ再検査：次年度の検診時、直接Ｘ線撮影を受けることが必要な人。 
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カ  就学時健康診断  

小学校の就学予定者に対し、あらかじめ健康診断を行うことにより、その栄養状態や健康

状態を把握する。この結果に基づき、治療を勧告し、保健上必要な助言や就学に関する指導

等を行う。 

対 象：学校教育法施行令第２条の規定によりあらかじめ作成された学齢簿に記載され

た就学予定者 

 

キ  学校環境衛生  

(ｱ) 飲料水の検査 

小・中学校における飲料水の衛生管理（給水設備の管理、水質検査の実施等）の徹底を図

り、飲料水を起因とする赤痢等消化器系感染症の事故防止について万全を期する。 

塩化物イオン、有機物（全有機炭素（TOC）の量）、一般細菌、大腸菌、水素イオン濃度、

臭気、味、色度、濁度の９項目の定期検査を実施する。必要に応じて臨時検査を実施する。 

(ｲ) プール水の水質検査 

中学校におけるプールの水質を保持するため、水質検査を実施する。 

プール実施期間に毎月１回、ｐＨ値、有機物（過マンガン酸カリウム消費量）、一般細菌、

大腸菌、濁度の検査を行い、プール開催期間中１回、総トリハロメタンの検査を実施する。

必要に応じて臨時検査を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多摩中学校  可動式屋根のプール（体育館棟） 

(ｳ) 教室の環境衛生検査 

小・中学校において、教室の環境検査を実施する。快適な教室環境を保持し、学習能率の

向上と児童・生徒及び教職員の健康の保持増進を図る。 

学校薬剤師により、夏季にホルムアルデヒド・トルエン等、冬季にホルムアルデヒド・ 

ＣＯ・ＣＯ２ ・照度等の検査を全校で実施する。 

 

ク  多摩市学校保健会  

多摩市学校保健会は、多摩市立学校児童・生徒及び、教職員の健康保持増進と学校保健活

動の充実発展並びに会員の資質向上を目的とする団体である。この活動を支援し、多摩市の

学校保健の水準向上を図る。 
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ケ  学校保健委員会の活動促進  

学校保健委員会は、学校保健計画を策定し、学校における健康の問題に対して、学校と家

庭・地域が連携して研究協議し、対策を実施するための、校長の諮問機関である。 

平成１８年度から多摩市立小・中学校全校に設置されており、今後は委員会活動の活性化

を促進していく。 

学校保健委員会設置状況 

小学校 全校（１７校）  中学校 全校（９校） 

 

(9) 独立行政法人  日本スポーツ振興センター災害共済給付  

独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付は、児童・生徒が学校の管理下（授

業中、校外活動、登下校中等）において事故等にあった場合において、医療費の４割が支給さ

れる制度であり、また万一障害を残したり、あるいは死亡した場合は、その程度により見舞金

が支給される制度である。 

掛金及び給付状況 

        年 度 

 区 分 
30 元 2 3 4 

児童・生徒一人当たり掛金 945円 935円 935円 935円 935円 

掛 金 総 額 9,311,265円 9,107,170円 9,225,040円 9,239,225円 9,049,505円 

契約幼児･児童･生徒総数 10,107人 9,980人 10,070人 10,079人 9,867人 

医 療 費 給 付 件 数 657件 832件 621件 672件 710件 

給 付 総 額 6,216,991円 6,010,151円 6,037,476円 4,883,806円 5,334,058円  

円 給 付 率 66.8％ 66.0％ 65.4％ 52.9％ 58.9％ 

 

(10) 就学援助制度  

就学援助制度とは、経済的理由により就学が困難と認められる児童・生徒の保護者に対して、

教育費の一部を多摩市が援助する制度である。 

ア  就学援助費支給対象児童・生徒数及び援助額（給食費援助は除く）  

※年度内の認定者等の総数 

(ｱ) 就学予定児童 

年度 援助対象就学予定児童数 援助額（新入学準備金） 

30 79人 3,207,400円 

元 74人 3,744,400円 

2 84人 4,289,040円 

3 61人 3,114,660円 

4 69人 3,730,140円 
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(ｲ) 小学校 

年度 
援助対象児童数 

申請者数 
援助額 

（新入学準備金を含む） 

を含む） 

要保護児童数 準要保護児童数 

30 87人 638人 1,206人 23,905,958円 

元 82人 633人 1,103人 24,480,016円 

2 61人 586人 1,076人 20,595,927円 

3 54人 558人 1,002人 20,307,696円 

4 49人 525人 913人 20,389,487円 

 

(ｳ) 中学校 

 

 

援助対象生徒数 
申請者数 援助額 

要保護生徒数 準要保護生徒数 

30 69人 351人 749人 17,821,426円 

元 55人 357人 697人 18,554,444円 

2 56人 380人 732人 11,499,198円 

3 56人 347人 686人 13,047,859円 

4 48人 331人 619人 17,746,723円 

 

(11) 就学奨励制度  

就学奨励制度とは、心身に障がいのある児童・生徒の就学を奨励するため、保護者に対して、

教育費の一部を多摩市が補助する制度である。 

 

ア  特別支援教育就学奨励費支給対象児童・生徒数及び援助額  

(ｱ) 小学校 

年度 援助対象児童数 援助額 

30 97人 2,758,074円 

元 102人 1,705,323円 

2 123人 2,429,488円 

3 112人 2,411,424円 

4 125人 2,736,630円 

(ｲ) 中学校 

年度 援助対象生徒数 援助額 

30 63人 3,848,552円 

元 74人 3,908,979円 

2 86人 3,791,297円 

3 94人 4,809,722円 

4 98人 4,735,166円 
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(12) 学校災害賠償補償保険  

多摩市教育委員会では、多摩市立小中学校の児童・生徒に対して、公費により学校賠償補償

保険に加入しています。 

学校管理下における怪我等により、入院１日、通院６日以上が生じた場合に入院補償保険金・

通院補償保険金(お見舞金)が日数に応じて保険会社から支払われるものです。 

区  分 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 

一人当たりの掛金 194.31円 194.31円 198.53円 198.53円 198.53円 

掛 金 総 額 1,955,341円 1,963,695円 1,982,122円 2,000,189円 2,000,983円 

契約児童・生徒数 10,063人 10,106人 9,984人 10,075人 10,079人 

事故報告件数 36件 31件 31件 19件 27件 

保険請求件数 30件 27件 24件 24件 24件 

給付総額 1,125,000円 1,080,000円 805,000円 860,000円 705,000円 

※「事故報告件数」、「保険請求件数」、「給付総額」については、当該年度中の件数及び金額
を集計しています。前年度以前に発生した事故に関するものも含まれています。 

 

(13) 学校給食  

ア  学校給食用物資の購入  

学校給食用の食材については、学校給食物資取扱要項により、その規格基準を定め、安全

で新鮮な食材料の購入に努めている。この食材の購入は、児童・生徒の保護者から徴収した

学校給食費で運用している。 

食材料の納入業者は２年毎に業者登録を行い、入札により納入業者を決定し購入をしている。 

令和５年５月１日現在 登録業者数 ２９業者 

令和４年度物資購入額 約５億５千３３８万６千円 

イ  学校給食センター運営委員会  

多摩市立学校給食センターの運営に関し、重要な事項について教育委員会から諮問を受け、

審議及び必要に応じ調査、研究等を行い、学校給食センターの運営を適正かつ円滑に行うた

め、学校給食センター運営委員会を設置している。 

令和４年度に教育委員会から諮問等を受け、答申及び提言等を行ったものは、以下の通り

である。 

令和４年 ７月  今年度の学校給食センター運営委員会について 

令和４年１０月  令和３年度多摩市立学校給食センター給食費会計決算書(案)について 

令和５年 ２月  学校給食費の改定（案）について及び令和５年度多摩市立学校給食センター

給食費会計予算書（案）について 

令和５年 ２月  学校給食費の改定（案）について及び令和５年度多摩市立学校給食センター

給食費会計予算書（案）について継続審議 （書面開催） 

委 員 １３人 

 市立小中学校長代表 ２人 市立小中学校給食主任代表 ２人 

 市立小中学校保護者代表 ２人 公募市民 ２人 

 所轄保健所長が指名した者 １人 関係行政機関の職員 １人 

 学識経験者 ３人 

任 期  ２年 
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ウ  学校給食実施状況  

（給食対象者は各年度５月１日現在） 

年度 センター（調理所）別 
給食対象人員

（人） 
給食延べ食数（食） 

30 

南野調理所 
 (内 学校法人帝京大学小学校) 

5,746 
(316) 

1,046,509 
(52,886) 

永山調理所 5,653 1,035,553 

合計 11,399 2,082,062 

元 

南野調理所 
 (内 学校法人帝京大学小学校) 

5,729 
(309) 

958,554 
(48,724) 

永山調理所 5,603 938,015 

合計 11,332 1,896,569 

２ 

南野調理所 
 (内 学校法人帝京大学小学校) 

5,716 
(322) 

960,357 
(38,062) 

永山調理所 5,669 968,132 

合計 11,385 1,928,489 

３ 

南野調理所 
 (内 学校法人帝京大学小学校) 

5,756 
(331) 

1,039,148 
(55,624) 

永山調理所 5,687 1,057,405 

合計 11,443 2,096,553 

４ 

南野調理所 
 (内 学校法人帝京大学小学校) 

5,480 
(322) 

1,054,006 
(59,660) 

永山調理所 5,553 1,075,466 

合計 11,033 2,129,472 
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エ  学校給食費の推移   

区分 

改定年月 

小   学   校 中  学  校 

低学年月額(円) 中学年月額(円) 高学年月額(円) 中学校月額(円) 

平成 31.4 
1 年生 2 年生 

4,240 4,510 
1･2 年生 3 年生 

3,930 4,020 4,650 5,000 

 

改定年月 

※1 
区   分 

牛乳あり 牛乳なし 牛乳(飲料)のみ 

月額 月額 月額 

令和2.4 

※2 

小学校 

1年生 
4,050円 

（4,420円） 

3,040円 

（3,320円） 

1,040円 

（1,130円） 

2年生 
4,140円 

（4,420円） 

3,090円 

（3,320円） 

1,060円 

（1,130円） 

3・4年生 
4,360円 

（4,650円） 

3,330円 

（3,540円） 

1,060円 

（1,130円） 

5・6年生 
4,630円 

（4,920円） 

3,590円 

（3,820円） 

1,060円 

（1,130円） 

中学校 

1・2年生 
4,760円 

（5,410円） 

3,810円 

（4,310円） 

 980円 

（1,130円） 

3年生 
5,110円 

（5,260円） 

4,100円 

（4,190円） 

1,050円 

（1,100円） 

令和5.4 

※3 

小学校 

1年生 4,300円 3,210円 1,110円 

2年生 4,390円 3,280円 1,130円 

3・4年生 4,650円 3,540円 1,130円 

5・6年生 4,940円 3,830円 1,130円 

中学校 
1・2年生 5,070円 4,050円 1,040円 

3年生 5,450円 4,360円 1,120円 

※1 令和２年度より、「牛乳あり・なし、牛乳のみ」の３種類に費用体系を細分化した 
※2（ ）内は、令和２年度の徴収額（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため４・５月は学

校休業。６月・８月の簡易給食については市費負担。７月分及び９～３月分の８カ月を保護
者より徴収した） 

※3 値上げ分は市費負担としており、保護者の負担額は令和２年度改定時の学校給食費のまま
（据え置き）とした 
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オ  令和４年度学校・家庭連携事業  

学校給食を通して学校、地域の保護者等との交流を深め、児童生徒の食生活の改善を図る

とともに、学校給食への理解と協力を得ることに努めた。また、栄養士による学校訪問等を

行い、授業参加を通じ、食に関する指導を積極的に行うとともに食育の推進をさらに充実さ

せた。 

(ｱ) 試食会 

保護者及び市民等を対象として、当日の給食を試食してもらい、多摩市の学校給食の現在

の状況や食品の安全衛生及び栄養所要量等について説明を行うなど、学校給食に対する理解

とＰＲに努めた。 

小学校 8 回 延べ 184 人 

中学校 0 回  0 人 

その他 4 回  93 人 

計 12回  277人 

(ｲ) 施設見学会 

学校、保護者及び市民などを対象として、実際の調理作業を見てもらいながら、給食セン

ターの施設概要、調理工程や衛生管理、食品ロス削減等について説明し、安全かつ衛生的な

学校給食のＰＲに努めた。 

小学校 9 回 延べ 709 人 

中学校 3 回  55 人 

その他 0 回  0 人 

計 12 回 延べ 764 人 

(ｳ) 食育授業・給食指導・クラス訪問 

学校での学級活動や生活科等における食育の授業において、担任教諭、栄養教諭及び学校

給食センター栄養士が連携し、食に関する指導を行い、積極的に食育の推進を図った。また、

給食指導では、給食時間中に献立を題材にした食に関する指導を行い、クラス訪問では、配

食･喫食状況の確認、児童からの意見を聴取し、献立作成に役立てた。※例年多くの学校で

実施しているクラス訪問は、令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響で減少した。 

食育授業 1回 1校 延べ授業時間3時間 

給食指導 6回 2校 延べ11クラス 

クラス訪問 7回 7校 延べ13クラス 

 

カ  地場農産物供給実績  

 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 

品目数（品目） 19 18 15 17 16 
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キ  学校給食における地場農産物供給実績  

  

年 度 

品 名 
３０ 元 ２ ３ ４ 

長 葱 
368㎏ 

16 回／年 

329㎏ 

19 回／年 

625㎏ 

25 回／年 

72 ㎏ 

4 回／年 

89 ㎏ 

6 回／年 

大 根 
1,857 ㎏ 

28 回／年 

2,177 ㎏ 

31 回／年 

2,034 ㎏ 

30 回／年 

2,145 ㎏ 

31 回／年 

1,776 ㎏ 

24 回／年 

じゃがいも 
752kg 

10 回／年 

665kg 

7 回／年 

372kg 

3 回／年 

536kg 

8 回／年 

371㎏ 

5 回／年 

玉ねぎ 
2,116kg 

22 回／年 

2,088kg 

26 回／年 

 
1,425kg 

16 回／年 

2,143 ㎏ 

27 回／年 

な す 
134g 

7 回／年 

82g 

7 回／年 

 
30kg 

3 回／年 

47 ㎏ 

4 回／年 

トマト 
202kg 

4 回／年 

   
 

きゅうり 
55kg 

5 回／年 

54kg 

6 回／年 

 20kg 

2 回／年 

10 ㎏ 

1 回／年 

かぼちゃ 
250kg 

8 回／年 

343kg 

4 回／年 

251kg 

4 回／年 

305kg 

4 回／年 

139㎏ 

2 回／年 

かぼちゃ 
（ｺﾛｯｹ） 

 10,645個 

3 回／年 

22,780個 

8 回／年 

10,820個 

12 回／年 

 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 
30kg 

1 回／年 

75kg 

3 回／年 

30kg 

1 回／年 
  

ｶﾘﾌﾗﾜｰ 
32kg 

1 回／年 

 30kg 

1 回／年 
  

人 参 
251kg 

13 回／年 

48kg 

1 回／年 

 

 

66kg 

4 回／年 

45 ㎏ 

2 回／年 

小松菜 
90kg 

10 回／年 

60kg 

6 回／年 

65kg 

7 回／年 

179kg 

16 回／年 

69 ㎏ 

7 回／年 

ほうれん草 
108kg 

8 回／年 

23kg 

4 回／年 

75kg 

10 回／年 

40kg 

5 回／年 

17 ㎏ 

2 回／年 

白 菜 
896kg 

13 回／年 

710kg 

8 回／年 

965kg 

10 回／年 

629kg 

10 回／年 

767㎏ 

13 回／年 

生しいたけ 
 100kg 

22 回／年 

84kg 

16 回／年 

39kg 

8 回／年 

20kg 

4 回／年 
 

干椎茸 
 23kg 

20 回／年 

13kg 

14 回／年 

22kg 

20 回／年 

33 ㎏ 

32 回／年 

み そ 
683kg 

42 回／年 

436kg 

27 回／年 

173kg 

10 回／年 

63kg 

4 回／年 

116㎏ 

8 回／年 

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ 
（ｼﾞｬﾑ） 

170kg 

4 回／年 

50kg 

4 回／年 

11,401個 

4 回／年 

11,395個 

4 回／年 

10,905個 

4 回／年 

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ 
（ｾﾞﾘｰ） 

    10,521個 

４回／年 

甘夏みかん 
（ｼｬｰﾍﾞｯﾄ） 

360kg 

4 回／年 

10,163個 

4 回／年 

11,382個 

4 回／年 
   

甘夏みかん 
（ｾﾞﾘｰ） 

   22,168個 

8 回／年 
 

みかん 
        

ぶどう 
2,030 粒 

1 回／年 

      4,948 粒 

2 回／年 

※かぼちゃは一部コロッケに、ブルーベリーはジャムとゼリーに加工して提供。 
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(14) 教育センター  

教育センターでは、主に多摩市立小・中学校に在籍する児童・生徒・その保護者及び教職員

を対象に、臨床心理士・社会福祉士等が、各種事業を行っている。 

ア  教育相談  

子どもの情緒や不登校等についての心配、学校での悩みやいじめに関する事など、広く教

育に関する相談を実施した。令和2年9月からは、発達支援室と教育相談室の窓口を発達・教

育初回相談窓口に一元化し、相談者が速やかに支援を受けられる体制づくりを行った。 

項  目 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 

教育相談（来所）件数 392 346 259 215 273 

教育相談（来所）面接・連携回数 4,082 4,236 2,416 2,658 3,005 

電話教育相談件数 14 20 5 9 9 

インターネット・携帯相談件数 55 43 7 ― ― 

スクールソーシャルワーカー相談件数 38 35 34 46 31 

スクールソーシャルワーカー面接・連携回数 1,158 1,023 1,024 1,245 957 

 ※インターネット・携帯相談は令和2年度に発達・教育初回相談窓口に統合された。元年度まで
は講師派遣依頼も含めた件数 

イ  特別支援教育マネジメントチーム  

市内小・中学校の就学相談、転学相談、心理や医療の専門家による巡回相談等、通級入級・

特別支援教室利用相談等の業務にあたり、特別支援教育の充実と発展を図るための活動を

行った。 

項  目 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 

就学相談件数 183 222 224 243 255 

転学相談件数 43 69 42 66 72 

巡回相談件数 59 69 36 50 53 

通級入級 

相談件数 

特別支援教室(情緒通級) 152 105 114 135 111 

難聴・言語 14 12 22 15 18 

ウ  適応教室（ゆうかり教室）、適応指導（日本語指導）  

適応教室は、不登校の児童・生徒のための教室で、様々な活動を通して、集団生活への適

応力を高め、早期の学校復帰に向けた支援を行った。また、e-ラーニングを導入し、不登校

児童・生徒への学習機会の確保を図った。 

導入適応指導（日本語指導）は、帰国児童・生徒や外国籍などで、日本語の指導が必要な

児童・生徒に対して、市立小・中学校へ指導員を派遣し、日本語や生活習慣について指導や

支援を行った。 

項  目 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 
ゆうかり教室通室者数 52 41 32 49 73 
ゆうかり教室週1日以上の定期
通室者数 

― ― ― ― 31 

プログラム改善事業
（コアラタイム） 

回数 ― ― ― ― 33 
参加人数 ― ― ―  ― 276 

適応指導（日本語指導） 
実施人数 

22 22 18 19 17 
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エ  経営研究室  

平成28年度まで、教育情報・資料の収集・研究により、多摩市立小・中学校への有効な情

報の発信及び授業の支援や、教職経験豊富な研究主事による各教員のニーズに合わせた学

級・学校経営を支援していた。平成29年度から研究主事は育成主事として学校配置となり、

事業内容は教育指導課指導主事が担当している。 

 

オ  特別支援教育推進計画に基づく取り組み  

令和2年12月に策定した「第二次多摩市特別支援教育推進計画」に基づき、多摩市の特別支

援教育の推進に関わる事業を実施した。主な取り組みは下記の通りである。 

 

(ｱ) 個々の特性に応じた一貫性のある支援を推進するため、校内支援力の向上 

① 校内委員会の活用 

≪校内委員会を活用した、組織的な特別支援教育の実践方法に関する取り組み≫ 

・特別支援教育コーディネーター研修では、校内委員会の演習を行い、限られた時間で特

別支援教育コーディネーターとしての役割を果たすための実践的研修を行った。 

・校内委員会で使用する資料のファイリング方法の好事例を紹介・共有した。 

② 個別指導計画・学校生活支援シートの作成と活用 

≪多摩市共通の「学校生活支援シート」の作成≫ 

・特別支援学級では各校の様式で確実に作成済み。 

・特別支援教室及び難聴・言語障害通級指導学級では、東京都作成の様式を参考にした市

の様式で確実に作成されている。また、通常の学級でも必要に応じて市の様式で作成さ

れている。そのため、様式の統一よりも、記載内容の充実や実際の活用がより重要と考

えられる。 

≪知的障害特別支援学級共通の「個別指導計画」検討委員会の実施・共通様式の活用≫ 

・知的障害特別支援学級、自閉症・情緒障害特別支援学級共に各校の様式で確実に作成さ

れている。また、特別支援教室等では令和３年度から変更した市共通様式での作成が定

着した。そのため、学校生活支援シートと同様、様式の統一よりも、記載内容の充実や

実際の活用がより重要と考えられる。 

③ 特別支援教育実践事例集の作成 

・令和４年度は実施していない。 

 

(ｲ) 教員の専門性を更に高め、児童・生徒に必要とする資質・能力の育成 

≪派遣相談の充実≫ 

・授業相談については、学期に１回実施について周知するとともに、学校訪問等の際に授

業相談の実施を提案するなど柔軟に対応した。ケースに応じて実施後の様子を確認し、

再度の授業相談実施の提案等も行った。 

≪中学校特別支援教室導入直後の校内委員会の充実に生かす派遣相談≫ 

・令和３年３月に「特別支援教室の運営ガイドライン」（東京都教育委員会）が示された
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こと、令和４年度から小学校においても巡回指導方式となったこと等から、小・中学校

の拠点校へスーパーバイザーの講師派遣を実施した。 

≪学校用PCへの「ユニバーサルフォント」導入≫ 

・機器更新により導入実施済み。 

≪学習障害の児童・生徒に対する指導・支援方法に特化した研修の実施≫ 

・管理職研修において、学習障害に特化した研修を実施した。 

・特別支援教室拠点校研修におけるケース検討の際に、スーパーバイザーによる研修を適

宜実施した。 

 

(ｳ) 「共生社会の実現」に向け、行政・学校・保護者・関係機関の連携の強化 

① 特別支援教育マネジメントチーム 

≪学校への助言・支援業務≫ 

・相談件数がさらに増加している状況にあって、具体的な方策までの検討には至っていな

い。センター内の各機関の連携も前提に令和５年度、検討していく予定である。 

≪【就学相談】相談件数増加への対応≫ 

・相談員１名（公認心理師）をあらたに配置し、急増する相談件数に対応してきた。 

・さらに令和５年度現在、件数増加に対応するため相談体制について検討を行っている。 

≪【転学相談】フォローアップ相談の充実≫ 

・令和３年度に引き続き、フォローアップ相談を実施し、転学相談に繋げるなどの対応を

図った。 

・相談件数の増加に伴い、フォローアップ相談のあり方について継続して検討を行ってい

る。 

≪特別支援教室の利用・終了判定の充実≫ 

・多摩市立小・中学校特別支援教室の運営指針を令和４年度版に改定したため、その実施

状況の確認、精査を行っていく。その結果に基づき、令和５年度、引き続き検討を行っ

ていきたい。 

② 特別支援教育の啓発活動の充実 

≪特別支援教育推進のための普及・啓発活動≫ 

・令和３年度に引き続き、市公式ホームページを活用した多摩市の特別支援教育の周知を

行った。特に転学相談も含め、市公式YouTubeチャンネルに動画ファイルを掲載し、より

理解を深めていただく取り組みを実施した。 

・令和５年１月下旬に、「ICTと健康」セミナーとして、特別支援教育マネジメントチーム

の心理士により、子どもインターネット・ゲーム依存についての講演会を実施した。 

③ 保健・福祉部門等との連携の強化 

≪発達支援室と教育センターの初回相談窓口の統合による連携強化≫ 

・初回相談窓口相談を発達支援室、教育相談室で実施。特別支援教育マネジメントチーム

も含めて週１回の支援方針会議を実施し、適切な相談・支援について検討し対応を行っ

た。 
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≪特別支援と福祉制度等の情報がわかるハンドブックの作成・活用≫ 

・昨年度からの検討が進んでおらず、次年度も引き続き検討を行っていく。 

④ 支援継続ツールについての検討 

・様々な支援継続ツールの実態把握を継続し、作成機関により、使用目的と対象者が違う

ため、どのような内容が適切なのか、対象者を含め整理が必要かどうか継続して検討し

ていく。 

 

(ｴ) 特別支援教育推進のための環境整備について検討を進める 

① 中学校特別支援教室の運用に関する検討 

≪中学校特別支援教室の運用に関する検討委員会の開催≫ 

・東京都の特別支援教室の運営ガイドラインに基づき作成した多摩市の「運営指針」の運

用から１年経過するため、指針に基づく実施状況を確認のうえ検討していきたい。 

② 小・中学校特別支援学級の整備に関して 

・学級人数の状況を見ながら、特別支援学級の整備について引き続き検討を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学級が設置されている諏訪中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教室はすべての小・中学校に開設されている。（写真:大松台小学校） 
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３ 社 会 教 育 
 

 

(1) 多摩市学びあい育ちあい推進審議会  

 

教育委員会組織が連携し効果的に社会教育行政が推進できるよう、社会教育委員の会議と

公民館運営審議会を統合し、図書館協議会や文化財保護審議会の委員等も加え平成２４年４

月１日に設置した。 

本審議会は社会教育の振興及び社会教育と学校教育の連携を図るとともに、生涯学習の理

念を踏まえ、教育活動に関わる全ての市民の心身ともに健やかな成長に資する教育行政を推

進するため、教育委員会の諮問に応じて調査審議し答申するほか、必要に応じて教育委員会

に提言することができるものである。学びあい育ちあい推進審議会委員は、社会教育行政等

に市民の意見を反映させるための、地域住民と行政のパイプ役を担っている。 

 

令和４年度学びあい育ちあい推進審議会審議状況等              単位：回 

           月別 
   区別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

定 例 会 1 1  
 

1  
 

1  1 1  6 

東京都市町村社会教育委員 
連絡協議会関係 会議・大会等 

1 
 

 1  
  

1 1  1  5 

計 2 1 0 1 1 0 0 2 1 1 2 0 11 

 

令和４年度学びあい育ちあい推進審議会活動内容 

会 議 名 年 月 日  内             容 

定 例 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定 例 会 
 
 

令和4年4月22日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和4年5月20日 
 
 

(協議) 
 
 
 

(報告) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(連絡) 
 

(報告) 
 
 

①会長・副会長の選出について 
②令和４年度多摩市文化団体連合への補助金交付について 
③令和４年度社会教育関係団体補助金の交付について 
 
①公民館事業進捗状況について 
②公民館施設使用状況について 
③令和４年度公民館年間事業計画について 
④多摩市図書館協議会委員の解嘱及び委員の決定について 
⑤令和４年度図書館特別整理（蔵書点検）のための休館につ
いて 

⑥「多摩市デジタルアーカイブ」新しいコンテンツの公開に
ついて 

⑦多摩市社会教育関係団体補助金交付要綱の改正について 
⑧令和３年度地域学校協働活動研修の実施について 
 
①令和４年度都市社連協定期総会について 
 
①令和４年度都市社連協定期総会について 
②令和３年度公民館事業報告について 
③令和３年度公民館施設使用状況について 
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会 議 名 年 月 日  内             容 

 
 
 
 
 
 
 
 

定 例 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定 例 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定 例 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定 例 会 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

令和4年8月19日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和4年11月18日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和5年1月20日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和5年2月17日 
 

 
 
 
 
 
 

(協議) 
 

(報告) 
 
 
 
 
 
 

(協議) 
 
 

(報告) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(報告) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(連絡) 
 

(報告) 
 
 
 
 
 
 
 

④公民館施設使用状況について 
⑤公民館事業進捗状況について 
⑥「令和４年度多摩市立図書館事業計画」について 
⑦第１３回子ども読書まつり《ほんともフェスタ》の報告に
ついて 

 
①「多摩市立中央図書館管理運営方針(骨子案)」について 
 
①令和４年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第１回理
事会について 

②多摩市立市民活動・交流センター及び多摩市立多摩ふるさ
と資料館の愛称について 

③公民館事業進捗状況について 
④公民館施設使用状況について 
 
①多摩市立中央図書館整備の進捗状況及び多摩市立中央図書館
管理運営方針（素案）について 

 
①令和４年度第４次多摩市生涯学習推進計画の内部評価(案)
について 

②公民館事業進捗状況について 
③公民館施設使用状況について 
④令和４年度公民館等利用者懇親会の開催について 
⑤多摩市立中央図書館管理運営方針について 
⑥令和３年度多摩市立図書館事業報告書について  
⑦市民活動・交流センター及び多摩市立多摩ふるさと資料館
の愛称の１次選考結果について 

⑧令和４年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第３ブ
ロック研修会について 

 
①第４次多摩市生涯学習推進計画の令和３年度内部評価につ
いて 

②公民館事業進捗状況について 
③公民館施設使用状況について 
④令和３年度多摩市立図書館事業評価について 
⑤令和３年度地域学校協働活動の報告及び今後の地域学校協働
活動の取り組み予定について 

⑥令和４年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会交流大会・
社会教育委員研修会について 

⑦関東甲信越静社会教育研究大会（山梨大会）について 
 
①第１４回ほんともフェスタの開催について 
 
①多摩市立市民活動・交流センター及び多摩市立多摩ふるさと
資料館の愛称について 

②公民館事業進捗状況について 
③公民館施設使用状況について 
④公民館等利用者懇談会について 
⑤多摩市立図書館の開館時間の変更等について 
⑥（仮称）多摩市立中央図書館内カフェ出店候補者選定に係る
プロポーザル審査結果報告書について 
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令和４年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会関係 

研 修 名 年 月 日 内       容 

定 期 総 会 
社会教育委員 
研 修 会 

令和4年4月23日 【社会教育委員研修会】 
演 題：コロナ後の社会教育を考える 

     ―これまでの蓄積と成果を踏まえて― 
講 師：玉川大学 学術研究所 高等教育開発センター  

特任教授 笹井 宏益 氏 

理 事 会 令和4年7月12日 （報告事項） 
 令和４年度役員・理事名簿および輪番表他について 他５件 
（協議事項） 
 令和４年度都市社連協ブロック研修会について 他３件 

第３ブロック 
研 修 会 

令和4年11月12日 統一テーマ：市民のニーズを活かす・つなげる社会教育 
      ～対話からつくろう これからの「学び」～ 
研修テーマ：デザインでつながる学び ～創造してみよう！～ 
 
第１部 
基調講演 

 演 題：図工の先生が語る デザインでつながる学びのカタチ 
～紙コップ星人から生まれる物語～ 

 講 師：帝京大学 教育学部 初等教育学科 
講師 大櫃 重剛 氏 
 

第２部 
日野市生涯学習推進基本構想・基本計画「日野まなびあいプラ
ン」～社会教育委員手作りの計画策定作業から その想い～   
発表者：日野市社会教育委員の会議 議長 小杉 博司 氏 

交 流 大 会 
社会教育委員 
研 修 会 

令和4年12月10日 第１部 交流大会 
・式典 
・各ブロック研修会実施報告 
 
第２部 研修会 
演 題：孤独を解消する！ だれもが対話し、つながる社会へ 

  講 師：㈱オリィ研究所 OriHimeパイロット なおき 氏 
      NPO法人東京こどもホスピスプロジェクト 
      代表理事 佐藤 良絵 氏 

理 事 会 令和5年2月14日 （報告事項） 
 令和４年度（一社）全国社会教育委員連合 第２回理事会・第 
２回総会について 他２件 

（協議事項） 
 令和４年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会表彰につい 
 て 他６件 
（その他） 
 令和５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会定期総会に 
ついて 他１件 
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(2) 家庭教育支援事業  

  

核家族化、少子化、地域教育力の低下が進み、今、親たちは、様々な子育ての課題に直面し

ており、子育てに対する親の悩みはますます大きなものとなっている。このような親の悩みや

不安に対応するため、乳幼児期や小中学生の子どもを持つ親を対象として、以下の事業を実施

した。 

 

 

ア  家庭教育学級の実施  

子育てなど、家庭教育に関する学習の場の設定及び情報の提供を行い、家庭の教育力の向

上を図ることを目的とした「家庭教育学級」事業を実施した。 

年度ごとに、小学校・中学校・幼稚園・保育園の中から開催を希望する学校、園でＰＴＡ

や保護者会を含む実行委員会を組織し、家庭教育に関する学習会を開催している。（令和４

年度は１園で実施） 

 

 

イ  家庭教育講座の実施  

子育て期の保護者が気軽に参加しやすい講座として、公民館や児童館を会場に「家庭教育

講座」を実施した。講座への参加を通じて、家庭教育に関する学習機会の提供や参加者同士

の交流、地域施設とのつながりができるような場となるとともに、家庭教育について新たな

気付きを持ってもらうことを目的として実施した。（令和４年度は５施設８講座実施） 

 

 

(3) 社会教育団体への支援  

 

社会教育団体（成人教育に関する団体で構成させる連合体）である、多摩市公立小・中学校

ＰＴＡそれぞれの連合体に対し、活動の活性化及び効率化を目的に、多摩市社会教育団体補助

金要綱に基づく補助金の交付等の支援を行った。 

 

 

ア  多摩市立小学校ＰＴＡ連絡協議会（小Ｐ連）  

市内には１７校の小学校があり、各校のＰＴＡ組織、もしくはＰＴＡに準ずる組織（父母

会・世話人会）は、組織形態にこだわらず小Ｐ連に参加することができ、令和４年度は１６

団体が加盟している。これらの団体同士が連絡を取り合い、「現代の防犯対策について考え

る」をテーマに市長・教育長懇談会の開催や「小Ｐ連だより」の発行を通じて、各校ＰＴＡ

組織の活動の活性化や家庭の教育力の向上に貢献している。 
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イ  多摩市立中学校ＰＴＡ連合会（中Ｐ連）  

市立中学校ＰＴＡ及びこれに準ずる団体で構成されており、令和４年度は全９団体が加盟

している。コロナ禍で実施できなかった事業もあったが、定例の運営委員会において各ＰＴ

Ａ間の情報交換等を行うほか、「コロナ禍の後の中学校生活・環境に対して、生徒・保護者

が望むこと」をテーマに市長・教育長懇談会の開催や「中Ｐ連だより」を発行して活動内容

の情報発信を行った。 

 

 

(4) 地域学校協働活動  

 

地域教育力の低下が指摘され、子どもを取り巻く状況が様々に変化する中で、平成２０年度

から地域教育力支援コーディネーターを配置し、学校支援の手法や課題等の分析、支援策の試

行実施及び成果の検証を経て、平成２３年度から教育連携支援事業を開始した。 

平成３０年度に市内公立小・中学校全校で教育連携支援事業を展開したことを受けて、令和

元年度から学校・家庭・地域の連携・協働を推進するため、段階的に地域学校協働活動への移

行を開始し、令和３年度に市内公立小・中学校全校の移行が完了した。 

また、地域の団体等と連携し、子どもたちの学びの提供を行っている。 

 

ア  協働活動推進の担い手  

(ｱ) 地域教育力支援コーディネーター 

市内小・中学校に配置している地域学校協働活動推進員を統括するとともに、学校の課題

や要望に対して、地域の人材やＮＰＯ、大学、企業等と連携を図りながら支援するために、

教育委員会に配置している専門スタッフ 

 

(ｲ) 地域学校協働活動推進員 

学校・家庭・地域が連携・協働し、地域の特色を生かして、子どもの成長を育む体制を整

えることを目的に活動し、学校と地域学校協働活動ボランティアとの間に立ち、相互の適切

な連携関係を作り、総合的な連絡・調整を行う役割を担う人材 

 

イ  地域の力を生かした学習支援の推進  

各学校に地域学校協働活動推進員、または教育連携コーディネーターを配置し、保護者、

地域住民や大学生等による学習の補助、基礎学力の定着及び学習習慣の確立に向けた授業時

間以外での補習（地域未来塾）、様々な体験活動の機会の提供等に取り組んだ。 

 

○対象学校数：２６校 

○地域学校協働本部設置数：２３か所 

○参加ボランティア人数：５，３０９人（延べ） 
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(5) 子ども体験事業  

 

子どもたちが豊かな自然に親しみ、自主的・自発的に遊ぶことのできる場を提供することに

より、遊びを通して、心身や情緒を成長・発達させ、また社会性を身につけることを目的とし

て、主旨に賛同する市内大学との市民協働委託により大谷戸プレーパークＴＡＭＡを実施した。 

また、野外活動の必要性、自然体験活動、子どもとの関わり方など技術を学び、子どもたち

のさまざまな体験活動をサポートする自然体験活動指導者養成講座を３月に開催し、１０人の

参加があった。 

   

○実施期間：令和４年４月～令和５年３月の第２土曜日に実施 

○実施日数：１２日（当初計画１２日） 

○参加人数：１，２１２人（年間） 

 

大谷戸プレーパークＴＡＭＡ 
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(6) 文化財保護審議会  

 

多摩市文化財保護審議会は、教育委員会の諮問に応じて、文化財の保護及び活用に関する重

要事項を調査審議し、これらの事項について教育委員会に建議するために設置された。審議会

委員の任期は２年、令和４年度の委員総数は９人（定数１０人）である。 

 

令和４年度開催状況 

回 開催日 内 容 

1 令和4年5月31日 ⑴ 協議事項                          

①会長・副会長の選出 

②令和４年度多摩市文化財保護審議会の協議予定等について 

③多摩市学びあい育ちあい推進審議会委員の推薦について 

⑵ 報告事項                                                 

①多摩中央公園・旧富澤家における Park-PFI制度の導入について 

②都指定史跡用地に関する申し出について 

③旧多摩聖蹟記念館の内部塗装工事について 

④都指定天然記念物「平久保のシイ」の保存処置について 

⑤その他  

⑶ 多摩ふるさと資料館（見学） 

2 令和4年8月23日 ⑴ 報告 

①都指定史跡用地に関する申し出について 

②旧多摩聖蹟記念館の内部塗装工事について 

③多摩市立市民活動・交流センター及び多摩市立多摩ふるさと資料館

の愛称について 

④多摩中央公園・旧富澤家における指定管理者の指定について 

⑵ 協議 

①国登録有形文化財及び都指定史跡の今後の方向性について 

②市指定文化財に対する補助金交付基準等について 

3 令和4年10月7日 ⑴ 現地視察（東京都指定史跡「稲荷塚古墳」） 

⑵ 協議・確認 

①東京都指定史跡「稲荷塚古墳」の暫定整備について 

⑶ 報告 

①都・市指定天然記念物の保存処置について 

②旧多摩聖蹟記念館の内部塗装工事について 
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回 開催日 内 容 

4 令和4年12月20日 ⑴ 報告 

①都・市指定天然記念物の保存処置について 

②旧多摩聖蹟記念館の内部塗装工事について 

③多摩市立市民活動・交流センター及び多摩市立多摩ふるさと資料館

の愛称について 

④東京文化財ウィーク 2022企画事業について 

⑵ 協議 

①東京都指定史跡「稲荷塚古墳」の暫定整備について 

②市指定文化財に対する補助金交付基準等について 

5 令和5年2月10日 

（書面開催） 
⑴ 報告事項 

①市指定天然記念物「シダレザクラ」の保存処置について 

②旧多摩聖蹟記念館の内部塗装工事について 

③多摩中央公園・旧富澤家事業について 

④多摩市立市民活動・交流センター及び多摩市立多摩ふるさと資料館

の愛称について 

⑤多摩ふるさと資料館における防災に関する取組について 

⑵ 協議事項 

①令和５年度多摩市文化財保護審議会の協議予定等について 

 

 

(7) 文化財保護事業   

 

市内文化財の保護・保全を図るため、昭和４７年に多摩市文化財保護条例を制定し、昭和４

８年の文化財指定を皮切りに、文化財の適切な保護・保存に取り組むとともに、文化財の活用

のために必要な措置を講じ、郷土の文化に対する市民の理解促進に努め、後世に継承するため、

次の事業を実施した。 

 

 

ア  文化財映画の貸出・記録撮影  

多摩ニュータウンの開発や都市化の流れにより、変貌し消えつつある多摩市の原風景や暮

らしを映像にとどめ、後世に伝えるため、昭和５４年から撮影を始め、昭和５９年度から平成

９年度にかけて１０本の文化財映画を製作した。文化財映画は無料で貸出を行っている。 

令和４年度は、市内で実施した事業等の記録撮影を２件実施した。 
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イ  文化財資料の貸出、小・中学校見学対応  

学校教育との連携を図り、社会科カリキュラム、総合的な学習等に合わせた文化財資料（考

古、歴史、民俗・生活資料）の貸出等を実施した。 

また、文化財施設（多摩ふるさと資料館、旧加藤家・旧有山家、旧富澤家、旧多摩聖蹟記

念館）において小・中学校の見学対応を１８件実施した。 

 

 

ウ  指定天然記念物の保存処置（ナラ枯れ対策）  

 

近年、東京地方でシイ類、カシ類及びコナラ等を加害する“カシノナガキクイムシ”の食

害により枯死する樹木（ナラ枯れ）が多くなっていることから、都指定天然記念物「平久保

のシイ」、市指定天然記念物「スダジイ」２本（連光寺八坂神社内及び一本杉公園内）に対

して、被害防止対策として薬剤散布を実施した。 

 

 

エ  展示・普及事業  

 

(ｱ) 「東京文化財ウィーク２０２２」事業  

地域における文化財保護事業の理解推進、地域との連携、文化財の活用等を図るため、東

京都全域で行われた「東京文化財ウィーク２０２２」事業（東京都教育委員会主催）の一環

として、企画事業３件、公開事業３件を実施した。 

 

 № 事業名・展示会名（場所） 期 間 来場者数 

企

画

事

業 

1 
旧富澤家住宅「秋の襖絵特別公開」 

（旧富澤家） 

令和 4年 10月 29日 

～11月 30日 
3,834人 

2 
特別展「近代の和歌と書」 

（旧多摩聖蹟記念館） 

令和 4年 10月 1日 

～11月 20日 
1,948人 

3 
都指定有形文化財（彫刻）・木造随身倚像 

(小野神社） 
令和 4年 11月 13日 113人 

 

 № 公開文化財名（公開場所） 期 間 来場者数 

公

開

事

業 

1 
都指定史跡・稲荷塚古墳  

(恋路稲荷神社) 

令和 4年 10月 29日～ 

11月 6日 
70人 

2 
都指定史跡・霞ノ関南木戸柵跡 

(熊野神社) 

令和 4年 10月 29日～ 

11月 6日 
12人 

3 
都指定天然記念物・平久保のシイ 

(平久保公園) 

令和 4年 10月 29日～ 

11月 6日 
45人 
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(ｲ) 東京都埋蔵文化財センター共催事業 

多摩の歴史や文化財等を学ぶ一端とする講演会を東京都埋蔵文化財センターと共催で実

施した。 

 

事業名（場所） 開催日 来場者数 

文化財講演会「多摩の古墳探訪」 

（東京都立埋蔵文化財調査センター） 
令和 5年 2月 18日 84人 

 

 

(8) 埋蔵文化財発掘調査事業  

 

多摩市内には、土木工事等の開発事業を行う際に届出が必要となる「周知の埋蔵文化財包蔵

地」が３１１か所、設定されている。令和４年度は開発行為等に伴う埋蔵文化財の発掘届（通

知）が１８０件提出された。その中で、地盤改良工事等の地下に大きな影響を及ぼす工事や道

路等の恒久的な工作物の設置工事に対して、試掘確認調査を１６件実施した。本発掘調査の実

施はなかった。 

 

令和４年度埋蔵文化財調査実施状況 

№ 工事内容 
所在地 

（多摩市） 
調査日 調査形態 

1 個人住宅 一ノ宮 4丁目 令和 4年 4月 13日 委託 

2 分譲住宅 連光寺 3丁目 令和 4年 4月 13日 委託 

3 個人住宅 百草 令和 4年 5月 11日 委託 

4 個人住宅 和田  職員実施 

5 宅地造成 東寺方 1丁目 令和 4年 5月 17日～5月 19日 委託 

6 高齢者福祉施設 和田 令和 4年 5月 27日 委託 

7 個人住宅 東寺方 令和 4年 6月 10日 委託 

8 宅地造成 和田 令和 4年 9月 8日～9月 9日 委託 

9 個人住宅 桜ヶ丘 1丁目 令和 4年 9月 22日 委託 

10 宅地造成 百草 令和 4年 10月 6日～10月 9日 委託 

11 個人住宅 一ノ宮 1丁目 令和 4年 10月 11日 委託 
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№ 工事内容 
所在地 

（多摩市） 
調査日 調査形態 

12 宅地造成 和田 令和 5年 1月 16日～1月 18日 委託 

13 宅地造成 連光寺 2丁目 令和 5年 1月 19日～1月 20日 委託 

14 個人住宅 東寺方 令和 5年 2月 1日 委託 

15 宅地造成 百草 令和 5年 2月 15日 委託 

16 集合住宅兼店舗 一ノ宮 4丁目 令和 5年 3月 24日～3月 27日 委託 
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(9) 旧多摩聖蹟記念館管理運営事業  

 

都立桜ヶ丘公園内にある旧多摩聖蹟記念館は、市指定文化財として保護・保存し、展示・見

学施設、貸ギャラリーとして活用するとともに企画展の開催、記念館広報誌の発行、多摩市植

物友の会との共催による自然観察会等を実施している。同館は市の指定有形文化財であるとと

もに、東京都の「特に景観上重要な歴史的建造物等」に選定され、令和４年６月には一般社団

法人 DOCOMOMO Japan（ドコモモ・ジャパン）による２０２１年度「日本におけるモダン・ムー

ブメントの建築２６４選」に選定された。 

※令和４年度は、館内の内部塗装工事のため、令和４年１２月１日（木）から令和５年２

月２８日（火）まで休館し、ギャラリーの貸出も中止した。 

 

ア  展示等事業  

 

同館の収蔵物である幕末、明治に活躍した人々の書画等の展示や共催事業を実施した。 

 

№ 期 間 事 業 名 来館者数 備 考 

1 
令和 4年 4月 23日～ 

7月 3日 

常設展 

「旧多摩聖蹟記念館いま×むかし」 
2,307人  

2 
令和 4年 7月 16日～ 

9月 19日 
夏季企画展「春夏秋冬」 899人  

3 令和 4年 7月 30日 夏の子ども昆虫観察会 13人 
環境政策課

と共催 

4 
令和 4年 10月 1日～ 

11月 20日 
秋季企画展「近代の和歌と書」 1,948人  

5 
令和 5年 3月 18日～ 

8月 31日 
春季企画展「生誕 180年 田中光顕」 

765人 

※ 
 

※来館者数は令和5年3月18日～31日の人数 

 

 

イ  その他事業  

 

事 業 名 内 容 参加者数 

自然観察会 

（10回） 

「多摩市植物友の会」との共催事業 

毎年 8月・9月を除く毎月第 1火曜日開催（雨天中止） 
延517人 

植物写真展示 「多摩市植物友の会」の協力による植物写真展示 ― 

広報誌「雑木林」

発行 

偶数月に実施事業や収蔵資料紹介、自然観察会の記録等

を掲載する広報誌を発行（vol.207～212／各 1,100部) 

― 
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(10) 古民家（旧有山家・旧加藤家・旧富澤家）管理運営事業  

 

一本杉公園内にある旧有山家は、市指定有形文化財として保護・保存を図るとともに、展示

施設として公開している。また、旧加藤家は、展示施設及び古民家の特色を生かした古民家体

験学習、茶会、句会等の団体活動の場として団体に開放している。 

多摩中央公園内にある旧富澤家は、文化財として保存・公開するとともに、学習、語らいの

場等として、施設の一部を除き団体に開放している。 

 

 

ア  展示事業（旧富澤家）  

 

幕末から明治の旧富澤家襖絵と収蔵品の一部展示等を実施した。 

№ 期 間 事 業 名 来館者数 

1 令和4年7月1日～7月31日 「襖絵特別公開」（夏） 1,368人 

2 令和4年9月9日～9月11日 お月見展示 353人 

3 令和4年10月29日～11月30日 「襖絵特別公開」（秋） 3,834人 

 

 

多摩中央公園内の旧富澤家 
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イ その他事業  

 

一本杉公園内の炭焼き窯を市民団体に貸出した。 

  

№ 実 施 期 間 

1 令和4年11月13日～12月18日 

2 令和5年1月15日～2月19日 

3 令和5年3月5日～4月9日 

 

 

(11) 多摩ふるさと資料館管理運営事業  

 

多摩ふるさと資料館は、文化財を保管するとともに、収蔵展示及び文化財を利用した体験学

習、情報発信等を行うことにより、郷土の文化に対する市民の理解促進を図り、後世に継承す

ることを目的に、令和４年４月１日に開館した。資料館には文化財資料の展示を行う「展示室」

５室と、市内小・中学生を中心とした社会科見学のオリエンテーション等を行う「多目的室」、

文化財資料の収蔵室がある。 

 

 

ア  施設愛称の決定  

 

市民活動・交流センター及び多摩ふるさと資料館が、市民に末永く愛され、多くの方に親

しみをもって利用していただけるよう愛称を公募した。施設来館者による投票を行い、最多

得票数を獲得した以下の愛称に決定した。 

【施設愛称】「KITAKAIさんぽ館」（簡易表記：キタカイさんぽ館） 

 

 

イ  実施事業  

 

№ 期 間 事 業 名 開催場所 来場者数 

1 令和4年8月19日 
夏休み子どもイベント2022 

「みんなで昔のくらしを知ろう！」 

多目的室 

他 
3人 

2 
令和4年11月1日～ 

11月25日 

キタカイフェスタ実施イベント 

特別展示「『ハレの日』の衣装と道具」の解説 
多目的室 281人 

3 令和5年3月5日 
キタカイ防災フェスタ実施イベント 

展示室５の解説（消防に関する資料解説） 
展示室５ 105人 
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多摩ふるさと資料館  展示室の状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 展示室２  

「埋蔵文化財 ― 縄文時代から古代までを 

中心に歴史を知る」 

 

 展示室４  

「生業（なりわい）― むかしの仕事を学ぶ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 展示室１  

「導入 ― 多摩ふるさと資料館へようこそ！」 

 

 展示室３  

「くらし ― むかしの暮らしを見る、学ぶ」 

 

 展示室５  

「働く車 ― 運搬中心の大型民具を見る、学ぶ」 
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(12) 学校開放  

 

多摩市における社会教育振興のため、学校教育に支障のない範囲内で、社会教育活動を行っ

ている団体に昭和５０年１２月から市立小・中学校全校の学校開放を実施している。 

また、社会教育活動をさらに充実させるために、市立中学校全校に設置したクラブハウスを

軽スポーツ等の活動を中心に市民の利用に供している。 

学校開放事業は、平成２６年４月１日から有料化した。使用料は、１時間あたり校庭３００

円、体育館４００円、クラブハウス・特別教室２００円、テニスコート３００円、校庭夜間照

明設備９００円（別に校庭使用料３００円が加算）、プール１，４００円、陶芸窯は１回あた

り１，０００円としている。使用料の徴収は、団体が事前に使用券を購入し、使用時に使用終

了報告書に貼付する方式で徴収している。 

 

ア  開放施設及び開放時間  

※ ただし、学校教育に支障のない範囲とする。 
※ 学校開放の期間は、１月４日から１２月２８日までとする。 

 

イ  開放施設の使用対象団体  

原則として、多摩市に在住、在勤又は在学するものが半数以上を占める１０人以上からな

る団体で、当該団体の責任者として成人が含まれていること（多摩市民等が過半数に満たな

い場合は、市外団体として規定の倍額の使用料となる。）。 

プール施設については、上記の条件のほか、使用するものが社会教育関係団体、青少年問

題協議会地区委員会など、教育委員会が認めた団体であり、当該年度に教育委員会が実施す

る救急救命講習を受講した３人以上の監視員を有すること。 

 

ウ  クラブハウス  

中学校全校に設置してある施設で、主に軽スポーツ等に使用でき、社会教育施設として地

域での生涯学習の場となっている。 

開放施設 

 

 

開放日 

開     放     時     間 

校庭 

テニスコート(全中学校) 

体育館 

教室 

多目的ホール 

プール 
（指定施設) 

屋根かけ 
プ ー ル 

(多摩中学校) 

夜間照明設

備 
(3中学校) 

クラブハウス 
(全中学校) 

陶芸窯 

土 曜 日 

日 曜 日 

国民の祝日 

長期休業日 

夏期(4月～9 月) 
8:30～18:00 

冬期(10月～3月) 
8:30～17:00 

8:30～21:30 

 

夏休み中に 

限る 
9:00～ 

16:00 

7 月～10月 
9:00～ 

21:30 

日没～ 

21:30 
8:30～ 

21:30 
8:30～ 

21:30 

平 日 

夏期(4月～9 月) 
下校時刻～18:00 

冬期(10月～3月) 
下校時刻～17:00 

下校時刻 

 ～21:30 
下校時刻 

  ～21:30 
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エ  校庭夜間照明設備  

和田中学校、鶴牧中学校、多摩永山中学校３校の校庭に設置してあり、スポーツ・レクリ

エーション活動の振興を図っている。主に野球、ソフトボール、サッカー等に使用できる（た

だし、天候及びグランドコンディションの悪い場合を除く。）。 

 

オ  開放状況（令和４年度開放施設）  

小学校 １７校（全校） ・ クラブハウス  ９校（中学校全校） 

中学校   ９校（全校）  ・  夜間照明    ３校（和田中・鶴牧中・多摩永山中） 

 

カ  使用団体  

※この外、自治会等を単位とした団体が、主にスポーツ・レクリエーション活動に利用している。 

 

 夜間照明設備付き校庭を使用したサッカー練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      学校校舎大規模改修にあわせて改修された和田中学校クラブハウス 

 

スポーツ団体 
サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・社交ダンス・ジャ

ズダンス・野球・剣道・卓球・空手・ソフトボール・テニス・体操など 

そ の 他 
子ども会・青少年問題協議会地区委員会・音楽活動（器楽演奏、合唱他）・幼児

育成活動など 
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(13) 永山公民館開催事業  

 

ア  地域・生活課題を考える事業  
  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

1 市民企画講座 

市民団体から地域、生活課題等の

企画を募集し自主的な学習活動の

促進を図り、広く学習の機会を提

供する（提携事業含む） 

9～3月 27 
集会室 

他 
640 

2 ベルブぜみ 

地域課題を掘り起し、継続した学

習から課題意識が地域づくり・人

づくりにつながるよう実施 

①聞き書き ②在宅医療等の講座 

① 9～ 

11月 

② 10～ 

12月 

① 4 

 

② 6 

集会室 

他 

① 72 

 

② 158 

3 地域課題講座 

地域の生活課題を共有し解決の糸

口を見出すため、コミュニティセ

ンター等の関係機関と共催で開催 

①貝取こぶし館 ②愛宕かえで館 

① 6月 

 

② 12月 
2 

コミュ

ニティ

センタ

ー 

① 9 

 

② 22 

 

イ  学校・家庭教育支援事業   

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

4 子育て支援講座 

子育ての不安、悩みを参加者同士

が共有し学習することを通して、

ネットワークを作る機会とする 

※子育て応援コンサートを含む 

2・3月 2 

集会室 

保育室 

他 

78 

5 保育室開放デー 

保育室を開放して、ゆったりと過

ごせる場の提供や、乳幼児とその

親同士の交流とともに子育てに関

する情報も広く発信していく 

（ミニイベント含む） 

4月以降

毎月 

第3月曜 

13 保育室 
大人   55 

子ども 51 

6 
子育てつどいの

広場事業 

コーディネーターが常駐し、安心

して集い交流できる場を作るとと

もに、市内団体や保育園などとも

連携し、地域の子育て環境の充実

を図る 

4～3月 23 保育室 

172組 

大人   194 

子ども187 



104 

 

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

7 

小学校ＰＴＡ連

絡協議会共催事

業 

小Ｐ連が企画運営する事業を共催

することで広く公民館を知っても

らい、小Ｐ連との関係づくりと家

庭の教育力向上を目指して開催 

1月 1 

ヴィー

タホー

ル 

80 

8 
小学生対象科学

等体験講座 

学校や地域では体験しにくい専門

性の高い講座や、物づくりなど地

域の人材と関わり親子で参加体験

する講座等を開催し、世代を超え

視野を広めるきっかけをつくる 

①夏休み ②春休み 

① 8月 

② 3月 

① 3 

② 2 

講座室 

他 

① 44 

② 135 

9 
学校や地域と連

携した事業 

子どもたち自身が体験で学ぶ講座

など、学校や地域と連携して地域

全体で子ども達を育む意識の普及

に取り組む 

1月 1 
ベルブ

ホール 
104 

10 
家庭教育学級・

家庭教育講座 

子どもたちの豊かな心を育成して

いくために保護者に対して生活習

慣の重要性や子育てに関する知識

を学ぶ機会を作り、家庭の教育力

向上を目指す 

7～3月 6 
公民館

他 
164 

11 
職場体験等の受

入れ 

市内中学生の職場体験や事業への

ボランティアの受入れをし、人と

接すること、働くことなどを学ぶ 

※調べ学習 

9～1月 3 
公民館

内 
27 

 

ウ  市民・時事問題講座事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

12 
障がい者青年教

室 

心身に障がいを持つ青年を対象

に、余暇の仲間づくりや社会参加

への一歩を踏み出すきっかけを

つくる（美術展含む） 

5～3月 

（8・9・ 

1月 を 

除く） 

8 

集会室 

ホール

他 

245 

13 
人権について考

える講座 

一人ひとりがあらためて人権の

大切さについて学び考え、個性と

多様性を尊重しながら地域での

実践に結びつけていく 

（記録映画の上映と交流会） 

3月 1 
ベルブ

ホール 
19 
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事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

14 
時事・現代課題講

座 

時事問題、生活文化等について学

習し、知識を深め今後の生活に結

びつける（自殺予防対策、環境課

題） 

3月 3 
ホール

他 
106 

15 市民講座 

市民生活に身近なテーマを取り

上げ学習を継続し知識を楽しく

深め合うことで、地域での豊かな

生活に結びつける 

11～3月 4 
集会室

他 
94 

 

エ  地域（永山駅周辺）活性化事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

16 
永山フェスティ

バル 

実行委員会がグリナード永山会と

一体になって開催する 
9月 1 

ベルブ

ホール

他 

12,293 

17 
地域イベント協

力事業 

グリナード永山会と一体になっ

て、関連の講座や鯉のぼり・イル

ミネーションの飾り付けなどを行

い、駅周辺の賑わいづくりをする 

イルミネーション 

4～1月 3 
公民館

内 他 
― 

 

オ  市民文化活動支援事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

18 
サロンライトコ

ンサート 

身近な場所で気軽に音楽に触れる

機会と談話コーナーのピアノを活

用したコンサート 

6～3月 10 ホール 861 

19 
ＴＡＭＡシネマ

フォーラム 

ＴＡＭＡ映画フォーラム実行委員

会が行う映画祭の支援 

11/12～

11/27 
9 

パルテ

ノン多

摩 他 

9,037 

ＴＡＭＡ映画フォーラム実行委員

会が行う随時上映支援 
2～8月 7 

ベルブ

ホール 
1,816 
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カ  情報発信事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

20 

公民館通信    

｢たのしいまち｣ 

の発行 

市民ボランティアによる公民館の

行事や各種情報のお知らせ版発行 
随時 6 ― ― 

21 
ホームページで

の情報提供 
事業案内、募集などの情報提供 随時 随時 ― ― 

22 
サークル紹介 

カード 

公民館施設利用団体で希望する団

体の情報提供を館内に掲示 

毎年8月

更新 
随時 ― ― 

 

 

 

永山公民館と永山図書館がある ベルブ永山 
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(14) 関戸公民館開催事業  
 
ア  地域・生活課題を考える事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 

回

数 
会場 

延参加者 

(人) 

1 市民企画講座 

市民団体から地域、生活課題等の

企画を募集し自主的な学習活動の

促進を図り、広く学習の機会を提

供する。 

10～1月 4 

永山公

民館視

聴覚室 

第2学 

習室 他 

39 

2 地域貢献講座 

地域や生活上の課題を地域とつな

がり継続した事業や活動で解決し

ていくことを考える。令和４年度

は永山公民館「ベルブぜみ」の聞

き書きボランティアの講座を地域

貢献講座としても位置付けて実施 

- - - - 

3 
VITAふれあいま

つり 

地域で活動している団体間のネッ

トワークを構築するとともに、公

民館の活動を知り、新たな地域活

動へのきっかけを創りだしてい

く。 

8/7 1 

関戸公

民館 

TAMA女

性セン

ター 他 

約 2,000 

4 地域課題講座 

地域の生活課題を共有し解決の糸

口を見出すため、コミュニティセ

ンター等の関係機関と共催で開催 

①関・一つむぎ館 ②かるがも館 

①②合同 

3/29 
1 

コミュ

ニティ

センタ

ー 

23 

 

イ  学校・家庭教育支援事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

5 子育て安心講座 

安心して子育てに取り組めるよう

な環境づくりのため、主に思春期

の子どもへの対応、親の役割を学

ぶ 

12/21 1 
ベルブ

ホール 
8 

6 
薬物乱用防止講

座 

社会的、教育的に問題となってい

る薬物について、その怖さや影響

の大きさを知る 

①3/6 

②3/7 

③3/10 

3 

①聖ヶ

丘中 

②東愛

宕中 

③和田

中 

①82 

②91 

③127 

7 家族問題講座 

子どもの自立のための生と性など

について、家族として取り組むこ

と、できることを考える機会とす

る 

2/28 1 
大会議

室 
7 



108 

 

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

8 
冬の親子茶道教

室 

茶道の作法を通じて、挨拶の大切

さ、思いやりの心などを親子で学

ぶ 

12/3 1 茶室他 4 

9 
職場体験等の受

入れ 

市内中学生の職場体験や事業への

ボランティアの受入れをし、人と

接すること、働くことなどを学ぶ 

通年 3 
事務室 

他 
9 

10 
保育室開放デー

の実施 

保育室の親・乳幼児の自由な利用

により、家族間の交流や子育ての

側面的援助をはかる 

毎月 

第1・3 

水曜日 

13 保育室 
大人24 

(児30) 

 

ウ  市民・時事問題講座事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

11 関戸地球大学院 

環境、貧困、生物多様性など国際

的な課題から、地域社会で生起し

ている現象などを市内の６大学

との連携で開催し、社会とどう関

わるかを考える契機とする。令和

4年度は5大学と実施した。 

10～11

月 
6 

ヴィー

タホー

ル 

203 

 

12 市民講座 

市民生活において必要な時事問

題、生活文化等について学習し、

知識を深め今後の生活に結びつ

けていく 

①スマホ教室（関戸）②スマホ教

室（永山）③スマホサロン 

④アラスカとわたし 

①②4 

～6月 

③8～ 

偶数月 

④ 

2/7・14 

①3 

②3 

③4 

④2 

創作室 

他 

①24 

②33 

③72 

④88 

13 現代課題講座 

その時々の課題を捉えたテーマ

により、さまざまな角度から課題

を見つめる機会を設ける。今年度

は事業実施の体制上の理由から

実施を見送った。 

- - - - 

14 郷土史講座 

多摩の古代から現代までの歴史

を学ぶことを、史跡見学会も含め

実施し、郷土を知り、見つめ直す

機会とする（たま学びテラスとし

て実施） 

①1/25 

②2/1 

③2/8 

④2/15 

4 屋外 

①16 

②14 

③14 

④13 

15 伝承文化教室 

折り紙教室等を行い、文化に親し

み、参加者間の交流も促進する。

今年度は冬の親子茶道教室とし

て実施 

- - - - 

 



109 

 

エ  地域（聖蹟桜ケ丘）活性化事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

16 
市民ロビー活用 

事業 

市民団体等とロビーコンサー

ト、催事を行い、聖蹟桜ヶ丘の

賑わいつくりや公民館の周知を

図る。令和4年度はマンスリーコ

ンサートの中で実施。 

随時 1 
市民ロ

ビー 
90 

17 
地域イベント協

力事業 

聖蹟桜ヶ丘地区で行われるイベ

ントに同調してコンサートを実

施する。 

①4月 

桜まつり 

②7月 

朝顔市 

1 

ヴィー

タホー

ル 

①76 

②中止 

 

オ  市民文化活動支援事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 会場 延参加者 

18 
演劇フェステイ

バル 

アマチュアの劇団が隔月で演劇

公演を実施 
4～3月 14  

ヴィー

タホー

ル 他 

1,185 

19 
マンスリーコン

サート 

クラシックを中心に身近な場所

で音楽に親しんでいただけるマ

ンスリーコンサート 

8～3月 7 

ヴィー

タホー

ル 他 

690 

20 
Ｗｈａｔ’s 

ＪＡＺＺ 

ライブでジャズを楽しめるコン

サートの実施 

①4/8昼 

②4/8夜 

③9/9昼 

④9/9夜 

⑤12/1昼 

⑥12/1夜 

⑦3/10昼 

⑧3/10夜 

8 

(昼夜 

各1) 

ヴィー

タホー

ル 他 

①132 

②101 

③145 

④112 

⑤183 

⑥101 

⑦199 

⑧97 

 

カ  情報発信事業  

事 業 名 内      容 
実施 

時期 
回数 

21 

公民館通信  

 ｢たのしいまち｣

の発行 

市民ボランティアによる公民館

の行事や各種情報のお知らせ版

発行 

年6回 

発行 
6 

22 
ホームページで

の情報提供 
事業案内、募集などの情報提供 随時 随時 

23 
サークル紹介カ

ード 

公民館施設利用団体で希望する

団体の情報提供を館内に掲示 

毎年8月 

更新 
随時 

 



110 

 

キ  その他連携事業  

事 業 名 内       容 実施時期 回数 会場 延参加者 

24 

「まち歩き」 

（再掲） 
日野市との連携事業「たま学び

テラス」の一環として、ICTを活

用しながらまちを歩き、市民の

交流と郷土学習の機会とする。

多摩ニュータウンエリアの史跡

をパルテノン多摩学芸員が、百

草～七生の史跡を日野市学芸員

がガイドする。（郷土史講座を含

む） 

①1/25 

②2/1 

③2/8 

④2/15 

4 屋外 

①16 

②14 

③14 

④13 

25 

スマホ相談会 

（東京都） 
東京都デジタル局との連携によ

り、「高齢者向けスマートフォン

利用促進啓発事業」として、６

０歳以上の方のスマートフォン

等ICT利用の相談に応じる機会

を設ける。 

隔月 

（奇数月） 
6 

創作室

他 
93 

26 

都民寄席 

（東京都） 
東京都との連携により都民寄席

を実施し、市民及び近隣の都民

の文化イベントを実施。 

1/22 1 

ヴィー

タホー

ル 

174 

27 

ふれあいこども

まつり 

（東京都） 

東京都・東京都文化財団との共

催による子ども向け文化イベン

トの実施。 
3/4,5 1 

ヴィー

タホー

ル 他 

608 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ヴィータ・コミューネ７階の市民ロビー 
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(15) 図  書  館  

 

ア  図書館の概要  

多摩市立図書館は、昭和４８年の開館以来、赤ちゃんからお年寄りまでのだれもが、気軽

に読みたい本や必要とする資料を借りられる図書館をめざして、図書館網の整備と内容の充

実に努めてきた。現在は、７つの図書館と１分室のネットワークによりサービスを提供して

いる。 

令和２年度に、「多摩市電子図書館」、「多摩市デジタルアーカイブ」を開始し、関戸図

書館、永山図書館に、ＩＣタグを利用したセルフ貸出機等関連機器を導入した。また、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、３館に図書除菌機を設置した。 

 

イ  多摩市図書館協議会  

図書館協議会は、図書館法の規定により図書館の運営に関し図書館長の諮問に応ずるとと

もに、図書館の行う図書館奉仕について館長に意見を述べる機関で、委員は学校教育及び社

会教育関係者、学識経験者等から組織されている。定数は７人以内で、任期は２年となって

いる。 

令和４年度は、委員７人で図書館の課題について協議した。 

 

ウ  図書館の開館日等  

名    称 開  館  時  間 休 館 日 

多 摩 市 立 図 書 館 
午前9時30分～午後6時（平日） 

午前9時30分～午後5時（土曜日曜） 

第1木曜日 

国民の祝日・休日 

東 寺 方 図 書 館 午前10時～午後5時 

木曜日 

国民の祝日・休日 
豊 ヶ 丘 図 書 館 

午前10時～午後6時（平日） 

午前10時～午後5時（土曜日曜） 
聖 ヶ 丘 図 書 館 

関 戸 図 書 館 
午前10時～午後7時30分（平日） 

午前10時～午後5時（土曜日曜祝休日） 
木曜日 

永 山 図 書 館 
午前9時30分～午後7時30分（平日） 

午前9時30分～午後5時（土曜日曜祝休日） 

唐 木 田 図 書 館 
午前10時～午後6時（平日） 

午前10時～午後5時（土曜日曜） 

月曜日 

国民の祝日・休日 

行 政 資 料 室 午前8時30分～午後5時 
土曜日・日曜日 

国民の祝日・休日 

※休館日は、このほかに年末年始・特別整理日の休館がある 



112 

 

エ  蔵書  

市民の学習・余暇・調査研究など、多様な要求に応えるため、幅広い分野で書籍・視聴覚

資料などを収集している。 

年度 購入冊数 寄贈等冊数 除籍冊数 増減 蔵書数 

30 24,121 3,430 16,174 11,377 756,689 

元 23,363 4,265 31,267 △3,639 753,050 

2 25,349 3,871 23,325 5,895 758,945 

3 26,184 3,806 15,550 14,440 773,385 

4 31,225 3,092 12,948 21,369 794,754 

 

オ  サービスの内容  

図書館は、資料の貸出、予約及びレファレンス（図書等に対する情報の提供）をサービス

の３本柱とし、児童・ティーンズ・障がい者という対象者別でもサービスを展開している。 

(ｱ) 貸出 

ａ 個人貸出 

市内に在住、在勤又は在学者を対象とし、貸出期間は原則として１４日間。また、京

王線沿線七市の連携事業の相互利用協定により、日野、稲城、八王子、府中、調布、町

田の市民にも貸出をしている。 

ｂ 団体貸出 

市内の各種団体を対象に長期間まとまった冊数を貸出している。 

貸出冊数及び貸出期間 

団体 貸出冊数（上限） 貸出期間 

読書会・読み聞かせ   50冊 3ヶ月 

市立小・中学校  制限なし 1ヶ月 

文庫活動団体 

500冊 
1年 

幼稚園・保育園 

市立施設 

民間施設 

児童館・学童クラブ 500冊 

 



113 

 

※市立小・中学校への支援 

市立小中学校の調べ学習のための図書の貸出を行った。 

令和４年度実績 

調べ学習等に対する図書の貸出（学校図書館の資料で対応できない場合に１ヶ月貸出） 

小学校１７校 7,257冊  中学校８校  1,789冊    計 9,046冊 

ｃ 協力貸出 

他市区町村等の図書館に多摩市の図書館資料を貸し出し、借用すること。 

ｄ 利用者数等 

（ａ）登録者数                         単位＝人 

年度 30 元 2 3 4 

多摩市民 76,453 68,809 39,143 37,530 35,240 

在勤在学他 1,981 1,609 586 566 528 

日野市民 4,080 3,645 1,768 1,650 1,467 

稲城市民 2,046 1,611 695 683 674 

八王子市民 8,498 7,551 3,535 3,269 3,013 

府中市民 1,415 1,305 625 606 588 

調布市民 388 340 126 120 101 

町田市民 2,423 2,089 738 683 572 

合計 97,284 86,959 47,216 45,107 42,183 

多摩市民の登録率 51.4% 46.2% 26.4% 25.4% 23.8% 

多摩市民の 

登録者の利用率 
37.4% 40.8% 56.6% 64.8% 69.5% 

※令和元年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年３月２日から９日まで全館臨時休

館、３月１０日からは、予約資料の貸出等一部サービスのみ実施。 

※令和２年度より、「個人利用者データメンテナンス」にて「利用者カードによる貸出及び予約が２年

以上行われていない」利用者を「無効登録」したため、登録者数に大きな変化が生じた。 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年４月８日から５月２４日まで全館

臨時休館、５月２３日から６月８日にかけて、返却、予約や貸出等の窓口サービスを段階的に再開し

た。 



114 

 

（ｂ）館別個人貸出者数 

                                 単位＝人 

年度 30 元 2 3 4 

本 館 139,704 128,777 105,146 131,027 142,654 

東寺方 33,641 30,370 24,716 30,789 33,041 

豊ヶ丘 59,758 55,635 46,062 56,043 61,847 

関 戸 137,185 128,434 98,102 128,075 146,754 

聖ヶ丘 38,476 36,456 28,749 35,450 39,891 

永 山 195,039 186,318 141,410 182,466 201,630 

唐木田 50,048 49,381 39,532 49,419 53,935 

行政資料室 2,410 2,474 2,404 2,885 3,516 

合 計 656,261 617,845 486,121 616,154 683,268 

※令和元年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年３月２日から９日まで全館臨時休

館、３月１０日からは、予約資料の貸出等一部サービスのみ実施。 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年４月８日から５月２４日まで全館

臨時休館、５月２３日から６月８日にかけて、返却、予約や貸出等の窓口サービスを段階的に再開し

た。 

（ｃ）館別個人貸出点数 

単位＝点 

年度 30 元 2 3 4 

本 館 385,650 358,508 292,178 356,287 338,039 

東寺方 89,560 82,043 65,374 81,193 75,495 

豊ヶ丘 150,644 140,963 115,147 139,500 134,161 

関 戸 315,837 293,490 215,623 276,828 290,668 

聖ヶ丘 98,385 92,489 72,241 87,118 90,916 

永 山 456,446 439,716 327,483 405,346 409,774 

唐木田 124,952 125,305 100,440 124,539 118,591 

行政資料室 4,638 4,991 4,951 5,899 6,186 

合 計 1,626,112 1,537,505 1,193,437 1,476,710 1,463,830 

※令和元年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年３月２日から９日まで全館臨時休

館、３月１０日からは、予約資料の貸出等一部サービスのみ実施。 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年４月８日から５月２４日まで全館

臨時休館、５月２３日から６月８日にかけて、返却、予約や貸出等の窓口サービスを段階的に再開し

た。 
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（ｄ）対象別貸出点数                   単位＝点 

年度 個人貸出 団体貸出 協力貸出 合 計 

30   1,626,112 26,366 6,683  1,659,161 

元   1,537,505 26,912 7,677  1,572,094 

2 1,193,437 20,892 6,660 1,220,989 

3 1,476,710 19,837 7,502 1,504,049 

4 1,463,830 20,236 7,306 1,491,372 

※令和元年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年３月２日から９日まで全館臨時休

館、３月１０日からは、予約資料の貸出等一部サービスのみ実施。 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年４月８日から５月２４日まで全館

臨時休館、５月２３日から６月８日にかけて、返却、予約や貸出等の窓口サービスを段階的に再開し

た。 

（ｅ）団体貸出の内訳                 

単位＝上段団体数・下段貸出冊数 

年度 
市立 

小中学校 

読書会 

読み 

聞かせ 

文庫活動

団体 

幼稚園 

保育園 

市立 

施設 
民間施設 

児童館 

学童 

クラブ 

その他 

学校 
合 計 

29 
26 

12,686 

35 

4,671 

2 

366 

16 

3,422 

10 

1,115 

9 

408 

25 

6,676 
－ 

123 

29,344 

30 
26 

9,540 

34 

4,072 

2 

262 

18 

3,755 

10 

1,115 

8 

492 

23 

7,102 

1 

28 

122 

26,366 

元 
26 

10,326 

38 

3,752 

2 

92 

18 

4,020 

8 

923 

13 

694 

32 

7,103 

1 

2 

138 

26,912 

2 
26 

10,938 

26 

1,156 

1 

243 

13 

1,014 

9 

579 

11 

352 

34 

6,597 

1 

16 

121 

20,895 

3 
25 

9,089 

25 

2,069 

1 

203 

12 

1,272 

7 

1,829 

12 

542 

31 

4,788 

－ 

45＊ 

113 

19,837 

4 
25 

9,046 

24 

2,450 

1 

86 

13 

1,734 

9 

599 

13 

1,191 

29 

5,052 

2 

78 

116 

20,236 

＊団体種別の振り分けが不明な団体への貸出冊数。 

※令和元年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年３月２日から９日まで全館臨時休館、３月

１０日からは、予約資料の貸出等一部サービスのみ実施。 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年４月８日から５月２４日まで全館臨時休館、

５月２３日から６月８日にかけて、返却、予約や貸出等の窓口サービスを段階的に再開した。 

 

(ｲ) 資料の予約・リクエスト 

図書館に資料がないときに、予約（市の図書館では所蔵しているが貸出中のため順番待ち

の登録や他館から取り寄せること。）やリクエスト（図書館が所蔵していない資料に対して

入手の希望をすること。新規購入や、都立図書館等他の図書館から借用を行う。）により資

料を提供している。 

予約やリクエストにより用意ができた資料は、一定期間取り置きを行っている。 
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                                   単位＝件 

年度 30 元 2 3 4 

所蔵資料 403,995 397,283 352,086 420,599 406,076 

購  入 3,865 3,581 2,843 3,080 3,234 

借用 

国会図書館 144 195 123 208 196 

都立図書館 3,642 3,922 3,276 3,611 3,322 

市・区立図書館 4,745 4,703 4,794 5,916 6,107 

その他 2,340 2,244 1,714 1,456 1,078 

情報提供や紹介 106 117 74 65 71 

辞 退 18,824 18,469 16,374 20,288 19,899 

未 刊 行 等 269 250 13 176 163 

取 消 29,023 26,536 24,093 27,832 30,881 

そ の 他 1,198 1,431 1,321 1,138 1,190 

合 計 468,151 458,731 416,618 484,369 472,217 

※借用には、障がい者サービス分を含む。 

※令和元年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年３月２日から９日まで全館臨時休館、３

月１０日からは、予約資料の貸出等一部サービスのみ実施。 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染防止対策のため、令和２年４月８日から５月２４日まで全館臨時休

館、５月２３日から６月８日にかけて、返却、予約や貸出等の窓口サービスを段階的に再開した。 

 

(ｳ) 読書啓発活動 

読書や図書に親しんでいただくことを目的として、各種の事業を実施している。 

ａ 図書館報「やまばと通信」 

図書館のサービス、本の紹介、主要事業の開催などの情報を掲載している。令和４年

度は、６回発行した。 

b 企画展示 

図書館で所蔵している図書を紹介するため、季節や時事、話題になっていることを

テーマとした展示を各図書館で実施している。 

 

(ｴ) 子ども読書支援サービス 

市内のすべての子どもたちが図書館を利用し、すぐれた本と出会えるようにサービスを

展開している。 

ａ ブックスタート 多摩市絵本かたりかけ事業 

絵本をとおして親子のコミュニケーションが深まることの大切さを伝えることを目的

として、健康センターで月２回行われる３～４か月児健康診査の待ち時間に市民ボラン

ティアと協働で、絵本、ブックリスト、図書館案内などを差し上げている。（令和２～

４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市民ボランティアの活動は休止）

未受診者に対しては、市内各図書館、健康センター（訪問事業）において配付を行う。 

令和４年度実績 対象者 718人 絵本配付数 715人 配付率 ９９％(２４回実施) 
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ｂ おはなし会の開催 

・各図書館で図書館主催と市民ボランティア団体による「おはなし会」を毎月、企画・開

催している。（各館でおはなし会だよりを発行） 

・「ブックスタート 多摩市絵本かたりかけ事業」に関連して、乳幼児と保護者を対象に

「赤ちゃんおはなし会」を開催している。 

・平成２６年度からは、「図書館おはなしの広場」を図書館外の施設で開催している。（令

和２～４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止） 

定例のおはなし会の実施状況(赤ちゃんおはなし会を含む) 

区分 本館 東寺方 豊ヶ丘 関戸 聖ヶ丘 永山 唐木田 合計 

回数 87回 27回 27回 48回 43回 66回 33回 331回 

参加人数 581人 194人 282人 272人 396人 292人 341人 2,358人 

赤ちゃんおはなし会の実施状況 

区分 本館 東寺方 豊ヶ丘 関戸 聖ヶ丘 永山 唐木田 合計 

回数 17回 3回 12回 12回 0回 22回 22回 88回 

参加人数 64人 48人 72人 71人 0人 52人 221人 528人 

ｃ 図書館訪問 

市内の小学校(２年生)に最寄りの図書館を訪問してもらい、およそ１時間のプログラ

ムで図書館の見学、利用案内と読書案内を実施している。 

ｄ 布の絵本の購入・展示 

障がいのある子もない子も楽しめる布の絵本を市民ボランティア団体に作製を依頼

し購入。全館で展示や貸し出しを行っている。 

ｅ ブックリスト等の発行及び改訂 

各リストは、各図書館で希望者に配布している。また、ホームページにも掲載。 

・『赤ちゃんから絵本を』（ブックスタート多摩市絵本かたりかけ事業で配付） 

・『絵本はともだち』（ブックスタート多摩市絵本かたりかけ事業で配付） 

・『絵本のきろく』（ブックスタート多摩市絵本かたりかけ事業で配付） 

・『多摩市立図書館がおすすめする絵本のリスト』 

・『よんでみよう！』１～６年生（市立小学校児童に学校を通じ配付） 

・『多摩市立図書館ニュース・なつやすみに、これよんで！』 １～３年生、保護者用 

『多摩市立図書館ニュース・夏休みに、これ読んで！』 ４～６年生、保護者用 

（市立小学校児童に学校を通じ配付） 

・『多摩市立図書館ニュース』中学・高校生用 

（市立中学校生徒等に学校を通じ配付） 
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ｆ こどもの読書週間のイベント 

「こどもの読書週間」（令和４年４月２３日～５月１２日）では、テーマを設定して

展示を行った。 

テーマ：「ご紹介します！学校図書館の取り組み」 

第１４回子ども読書まつり《ほんともフェスタ》で展示した、市立小・中

学校作成の展示物を、各校の学区の地域館において展示。 

ｇ 資料選択  

資料の選択は、企画運営担当主査を長とし図書館長が指名した職員による資料選定会

議で行い、図書館長が決定する。児童書資料は、子ども読書支援係と各図書館児童担当

者が選書している。 

ｈ 第三次多摩市子どもの読書活動推進計画の推進 

第二次多摩市子どもの読書活動推進計画に続く第三次多摩市子どもの読書活動推進

計画を、平成３０年３月に策定した。 

策定の翌年度（平成３０年度）は、計画推進の体制づくりのため、第三次多摩市子ど

もの読書活動推進連絡会等設置要綱を制定し各連絡会を開催するとともに、第三次計画

に定める具体的な取組みの着実な推進のための「アクションプラン（平成３０年度版）」

を取りまとめた。 

令和４年度は、各連絡会を開催するとともに（推進連絡会２回、小・中学校連絡会１

回、市民ボランティア連絡会４回、庁内連絡会１回）、担当部署である図書館、関係課、

市立小・中学校の各々は、アクションプラン（令和３年度）の振り返り・更新を行い（令

和４年度版の作成）、これに基づく施策の推進に取り組んだ。 

ｉ 第１４回子ども読書まつり《ほんともフェスタ》 

「子どもと本を結びつける日常の活動を多くの人に知ってもらう」ことを目的として、

グリナード永山と本館で展示（学校図書館、児童、生徒の読書に関わる作品、図書館お

はなし会ボランティア団体の活動、多摩市立中央図書館、ビブリオバトル、図書館事業

等の紹介パネルなど）、本館でワークショップ、各館でスタンプラリー、特別おはなし

会を行った。 

展示 

会場、開催日時： 

・グリナード永山（２階どんぐり広場、３階エスカレーター横特設会場） 

令和５年２月２５日（土）午前１０時～２月２８日（火）午後６時 

・図書館本館（こども図書室） 

令和５年３月６日（月）午前９時３０分～３月３１日（金）午後６時 

ワークショップ 

「宇宙の広さって？～ぼくの・わたしの今いるところ～」 

実施日：令和５年３月２５日(土)午後２時～４時    
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場所：多摩市立図書館 本館２階 閲覧室 

講師：二階堂 恵理氏 

参加人数：１９名 

スタンプラリー（健幸まちづくり推進室と協働で企画、実施） 

実施期間：令和５年２月２５日（土）～３月３１日（金） 

対象：どなたでも（主な参加者としては、幼児～小学校低学年とその保護者等

を想定） 

スタンプの設置場所：図書館各館カウンター（行政資料室を除く） 

景品：絵柄のカード（各館ごと） 

カード配布枚数：７３４枚 

ｊ 子どもの読書に関する主催講座 

①「子育てに絵本を！～絵本は子育てのミカタです～」 

実施日：令和４年１０月２８日（金） 

場所：健康センター会議室 

講師：児玉 ひろ美氏 

参加人数：１０組 

②「絵本の森」 

実施日：令和４年１１月１７日（木） 

場所：唐木田児童館遊戯室 

講師：図書館職員 

参加人数：３２人 

ｋ 学校・他機関・市民等との連携 

・学校図書館司書の研修会への参加 

・都立多摩桜の丘学園の総合学習の受入れ 

・児童館の０歳児、幼児の時間、市立保育園でのおはなし会等の開催 

・多摩市文庫連絡協議会主催の「文庫展」の開催への協力 

・情報誌「わくわく通信」への子育て情報提供 

ｌ 大学との提携 

・ビブリオバトルの開催 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、対面でのビブリオバトルは開催しなかっ

たが、子ども読書まつり《ほんともフェスタ》の会場で、大妻女子大学図書館サークル

ＯＬＩＶＥと図書館職員がＰＯＰを作成し、シールで投票する紙面版ビブリオバトルを

開催した。これまでのチャンプ本や紹介された本などビブリオバトルを紹介する展示、

冊子の配布を大妻女子大学 図書館サークルＯＬＩＶＥとの共催で実施した。また、ビ

ブリオバトルでは電子書籍も紹介し、電子図書館のチラシを配布した。 

・グリナード永山（２階どんぐり広場、３階エスカレーター横特設会場） 

令和５年２月２５日 午前１０時～２月２８日 午後６時 
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・図書館本館（こども図書室） 

令和５年３月６日 午前９時３０分～３月３１日 午後６時 

・ビブリオバトル紹介資料 １０冊（うちＯＬＩＶＥは２冊） 総投票数９７票 

・チャンプ本『狐笛のかなた』得票数２１票 

 

(ｵ) １０代の子どもへのサービス 

・大人の読書への橋渡しとして、１０代の子ども向けの資料の充実を図っている。 

・企画展示や利用者自身によるお薦め本の展示等を行ない、利用を促進している。 

・各図書館にコーナーを設置し、本に囲まれた気持ちの良い居場所となるようにしている。 

・本館では、１０代の子どもが集えるテーブルや椅子を配置している。「朝日中高生新聞」

の閲覧を継続している。 

ａ 職場体験の受け入れ 

次の目的が達成できるよう、中学生（特別支援学級含む）の職場体験を受け入れてい

る。 

・地域の人との「出会い・ふれあい」を大切にし、思いやりの心を養う。 

・実際に働き、仕事について学び、マナーや礼儀作法などの社会性を身につける。 

・職場での体験を通して多くのことを感じ、新しい自己発見・自己理解をする機会とす

る。 

 

(ｶ) 障がい者サービス 

何らかの障がいのため図書館利用が困難な人の読書要求に応えている。 

ａ 録音図書・録音雑誌（テープ・デイジー）の作製・提供 

音訳者の方々の協力を得て作製した自館作製録音図書が３タイトル、録音雑誌が２誌

２４タイトル完成した。録音雑誌の「声のやまばと通信」は、ＰＲの手段として作製し

利用者へ隔月で送付している。内容は、図書館報「やまばと通信」、障がい者サービス

からのおしらせ、録音・点訳図書の新作内容や新しく出版された図書の情報などである。

国立国会図書館の視覚障がい者等用データベースに、多摩市立図書館で作製したデイ

ジー図書、デイジー雑誌のデータ提供を平成２６年９月から、点字図書のデータ提供を

平成２８年２月から開始し、ダウンロードやストリーミングにて利用されている。 

令和４年度実績 

・録音図書(テープ・デイジー) 

貸出件数         １３７件 

借用貸出件数       １，０３７件 

(日本ライトハウス、他図書館から) 

国会図書館データベースダウンロード件数    １，８５７件 

国会図書館データベースデータ提供数        １５３件 
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・録音雑誌(テープ・デイジー) 

貸出件数         ４７７件 

借用貸出件数         ２６５件 

(日本点字図書館、他図書館から) 

国会図書館データベースダウンロード件数  １，０３９件 

国会図書館データベースデータ提供数                 １０３件 

ｂ 対面朗読 

利用者の希望する図書等を直接、対面式で音訳者が読むサービス。 

対面朗読室のある永山図書館などで開館時間内、図書館以外の公共施設ではその施

設の利用時間内で実施している。 

令和４年度実績 

実施回数                       ２２回 

実施時間数 ４４時間 

利用者数（実数）                    ２人 

音訳者数（実数）                    ５人 

ｃ 点字図書の作製・貸出 

平成９年度から始めたサービスで、録音図書の作製と同様に利用者のリクエスト等に

よって作製し貸出をする。今年度は、点字資料を３タイトル作製した。 

令和４年度実績 

貸出件数                        ０件 

借用貸出件数                      ０件 

(東京都立中央図書館から） 

国会図書館データベースダウンロード件数       ８１３件 

国会図書館データベースデータ提供数          ４７件 

ｄ 宅配サービス 

図書館に来館することが困難な利用者が希望する図書・雑誌・録音図書などを自宅や

入所施設まで届けている。利用者への宅配と返却本の回収は、おもにボランティアの方

にお願いしている。 

令和４年度実績 

宅配回数                       ８４回 

利用者数（実数）                    ９人 

貸出冊数                      ５８７冊 
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ｅ 視覚等障がい者用情報機器 

永山図書館に文字等を合成音声で読み上げる機器や、点字ディスプレイ、点字プリン

タ、デイジー再生機などの情報機器を設置し、利用者・音訳者・点訳者の使用に供して

いる。 

f 音訳者等研修会 

録音図書や点字図書の作製や対面朗読に関わる音訳者、点訳者の育成講習会や音訳技

術の向上を目的とする研修会を開催している。 

テーマ： ①「地図、図表、写真、イラスト等についての音訳の実際」 

 ②「調査法の実際」 

講 師： ①遠藤 美枝子氏 

 ②成毛 由紀子氏 

実施日： ①令和５年３月７日（火）午後１時００分～４時００分 

 ②令和５年３月１４日（火）午後１時００分～４時００分 

会 場：消費生活センター講座室(ベルブ永山３階) 

参加者： ①１２人／②１１人 

 

(ｷ) 電子図書館サービス 

電子図書館サービスはパソコンやタブレット、スマートフォン等から、多摩市立図書館の

電子書籍（小説や実用書、子ども向けの絵本やよみもの、オーディオブックなど）の閲覧・

貸出、予約ができ、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の中、非来館型の情報提供サー

ビスとして、令和３年１月２５日からサービスを開始した。電子図書館を利用は、多摩市立

図書館の利用者登録をしている在住・在勤・在学のパスワード登録者。 

また多摩市や図書館が作成した広報紙などを多摩市独自資料として電子書籍化し掲載し

ている。 

利用状況 

 

 

 

 

 

 

(ｸ) 地域資料・貴重資料等のデジタルアーカイブ事業(令和２・３年度の２か年事業) 

デジタルアーカイブは、図書、出版物、博物品、歴史的資料等公共的な知的財産をデジタ

ル化し、インターネット上で電子情報として共有・利用できる仕組みである。 

資料の経年劣化等の理由により一般公開していない図書館所蔵の貴重資料と『多摩市史』

等多摩市に関する記録（地域資料）をデジタル化し、「多摩市デジタルアーカイブ」を構築

した。 

年度 
電子書籍コン

テンツ数 
ログイン数 閲覧数 貸出数 予約数 

2 4,074ﾀｲﾄﾙ 11,409回 12,195回 4,763回 1,101回 

3 6,943ﾀｲﾄﾙ 30,528回 35,880回 12,471回 1,510回 

4 6,270ﾀｲﾄﾙ 24,538回 33,712回 11,626回 1,240回 
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令和２年度の主な公開資料は以下の通り 

・『多摩市史（通史編、通史編Ⅱ、民俗編）』 

・市指定有形文化財『調布玉川惣画図』 

・市内和田・百草遺跡、向ノ岡遺跡の発掘調査で出土した縄文土器５点 

・市指定有形文化財『関戸文書』や地図、錦絵、和装本など １０５点 

令和３年度は、市制施行５０周年記念事業の一環として、「多摩市内パノラマ映像」「小・

中学校社会科副読本」「多摩の民話『おしゃもじさま』」他３点、「多摩の郷土写真」『多

摩市市制施行５０周年記念誌』を新たに公開した。 

小中学校学習用コンテンツでは、「小・中学校社会科副読本」の他に『多摩市史』、『調

布玉川惣画図』、『縄文土器』など、子どもたちの学習、多摩地域の歴史研究に役立つデジ

タルコンテンツをまとめて掲載し、授業、家庭学習、調べ学習などで活用できるようにした。 

多摩市内パノラマ映像では、市内３か所（多摩市役所、多摩市立図書館本館、東永山複合

施設）の上空から空撮したパノラマから、小・中学校の写真や校歌の紹介、市指定文化財や

多摩市の特色である緑豊かな公園、数多く設置されている橋梁、ニュータウン開発区域の住

宅地を紹介した。 

又、昭和初期に建設された歴史的価値のある市指定有形文化財「旧多摩聖蹟記念館」、江

戸時代の建物と推定される多摩市の典型的な農家住宅「旧加藤家」等を立体映像で紹介した。 

多摩市デジタルアーカイブの構築にあたっては、公益財団法人図書館振興財団の助成金を

活用した。 

令和４年度は、中学校社会科副読本「のびゆく多摩市」の改訂版を公開した。 

 

(ｹ) 京王線沿線七市の図書館連携事業 

平成２０年４月１日から、京王線沿線七市連携事業として、八王子、府中、調布、町田、

日野、稲城、多摩市の図書館で相互利用を開始した。それまで、日野市、稲城市と相互利

用の協定を結んでいたが、その範囲が七市に拡大された。サービスの内容や利用方法は各

市で定める条例、規則等に基づいて実施され、予約などのサービスについては一部制限が

あるが、多摩市民は京王線沿線七市の図書館を利用できる。 

 

カ  中央図書館整備の状況  

(ｱ) 平成２８年度：図書館本館再構築基本構想の策定 

学校校舎を暫定活用している現在の本館の恒久整備に向けた第一段階として、平成２８年

６月から、本館・分館のあり方を含めた全市図書館システムの再構築と、全市の図書館サー

ビスの充実を支えつつ、高度専門的な情報や多様な活動の場を提供する中央図書館について

検討し、これらを平成２９年３月に「基本構想」としてまとめた。検討にあたっては、基本

構想策定委員会を設置し、策定委員会の審議とあわせて市民団体のヒアリングやパブリック

コメントを実施するなどし、教育委員会で決定した。この基本構想を、中央図書館の整備に

向けて、今後に策定を予定する諸計画の基本的方針とする。 
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(ｲ) 平成２９～３０年度：図書館本館再整備基本計画の策定 

基本構想で示された将来像、検討課題を踏まえ、新本館の運営やサービス、資料、機能に

応じた必要な施設の概要、整備費用の概算などについて、平成３０年２月から検討し、これ

らを平成３０年８月に「基本計画」としてまとめた。 

検討にあたっては、基本計画検討委員会を設置し、検討委員会の審議（全８回）とあわせ

て市民団体のヒアリングや市民フォーラム、パブリックコメントを実施するなどし、教育委

員会で決定した。 

 

(ｳ) 令和元年度：図書館本館再整備基本設計の完了 

基本設計は、建築技術面の検討として、平成３１年２月から検討を開始し、基本計画で示

された方針と整合させながら、ワークショップや市民説明会の市民意見も参考にして、令和

元年７月にまとめた。同年８月からは、基本設計を基に、今後の中央図書館建設工事に向け

て、さらに内容の具体化・詳細化、発注図書の作成等をするプロセスである実施設計に取り

組んだ。 

 

(ｴ) 令和２年度：図書館本館再整備実施設計の完了と中央図書館建設工事等の契約締結 

中央図書館整備に向けて、昨年度から取り組んできた実施設計は、令和２年５月に完了し

た。実施設計を基に中央図書館建設工事と付帯工事３件（計４件）の入札手続きを行った。

一旦は入札不調となったが、再入札と契約議決を経て、令和３年３月１５日に契約締結した。

入札不調に伴い、開館予定を令和４年１１月から令和５年５月に変更した。 

 

(ｵ) 令和３年度：中央図書館建設工事の開始 

中央図書館の建設工事は、令和３年４月１０日に市民参画による「樹木伐採起工式」を実

施して以降、本格的に着工した。本起工式は、建設工事のスタートであるとともに、中央図

書館の整備により伐採した多摩中央公園の樹木の有効活用事業（中央公園のみどりの記憶を

つなぐプロジェクト）にも位置付けている。伐採木を活用したイベントとして、令和３年７

月３１日・８月１日には小学生以下を対象に木工体験講座「つくってあそぼう！木のおも

ちゃづくり」、令和４年１月１５日・１月２９日・２月１３日には全３回連続講座「炭やき

体験講座」を開催した。 

建設工事では、主に伐採工事・掘削工事・基礎工事を進めた。掘削工事の土砂処分及び既

設埋設物の対応に遅れが生じたため、工期の延長が必要になった。これにより、竣工を令和

４年１２月２８日から令和５年３月１５日に、開館予定を令和５年５月から同年７月に変更

した。 

 

(ｶ) 令和４年度：中央図書館建設工事の完了 

令和３年度に引き続き、建設工事を進めた。４年度は主に６月から内装工事、１０月から

屋根工事及び外装工事、１１月から外構工事を行った。令和５年２月末に概成し、諸官庁の

検査を経て、３月中旬に竣工、下旬に引き渡しを受けた。 
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また、開館を見据えて中央図書館の管理運営のあり方をまとめる「多摩市立中央図書館管

理運営方針」についても検討した。令和４年５月から検討を開始し、教育委員会や図書館協

議会等への協議、市民団体へのヒアリング、市民説明会、パブリックコメントなどを通じて

段階的に検討を深め、同年１１月に方針を決定した。同方針の決定を受けて、１２月議会で

は図書館の名称や位置等を定める図書館条例を改正するとともに、令和５年１月から３月に

かけて図書館関係例規を改正した。 

「中央公園のみどりの記憶をつなぐプロジェクト」についても、引き続き取り組み、令和

４年７月３０日・３１日に夏休みの小学生を対象とした「木工ワークショップ（ミニ本棚づ

くり）」を実施した（参加者：２１名）。令和５年３月４日には「中央図書館植樹＆中央公

園樹木観察ワークショップ」も実施し、公募市民とともに建設工事中の中央図書館の敷地に

モクレン・サクラ・ナツツバキ・サルスベリ・モミジの５本の木を植樹した（参加者：２５

名）。３月下旬には令和３年５月に敷地から伐採したクスノキで制作したテーブル・ベンチ

計５台が完成し、中央図書館に納品・設置した。 

中央図書館に設置する各種初度備品の納品や本館にある蔵書等の移転については令和４

年度中に契約を締結し、年度をまたいで着実に納品・移転されるように準備を整えた。 

中央図書館は令和５年４月から開館準備を行い、７月１日に開館する予定である。 

 

 

 

 

多摩市立中央図書館  （撮影：令和５年６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１　学校開放〔施設別〕

２　学校開放〔小・中学校別〕
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３  多摩ふるさと資料館  

  総見学者数［※令和３年度まで文化財資料室、（ ）内は多摩第三小学校見学者数］  

年 度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 

見学者数 623人(63人) 872人(320人) 97人(57人) 107人(53人) 5,106人 

 

４  旧多摩聖蹟記念館  

  来館者数及び使用件数 

年 度 来館者数 開館日 ギャラリー使用件数(期間・入館者) 

平成30年度 22,110人 238日 1件(H30.4.1～4.8・1,628人) 

令和元年度 32,354人 223日 0件 

令和2年度 21,423人 192日 0件 

令和3年度 12,598人 228日 0件 

令和4年度 8,232人 186日 
1件(R5.3.3～4.2・1,210人（3.31までの

入館者数)） 

 ※令和４年度は内部塗装工事のため、令和４年１２月１日～令和５年２月２８日は臨時休館と

し、ギャラリー使用も中止。 

 

５  古民家  

 

来館者数及び使用件数 

 施設名称 

年度 

旧有山家・旧加藤家 旧富澤家 

来館者数 団体使用件数 来館者数 団体使用件数 

平成30年度 10,953人 53件 29,875人 13件 

令和元年度 10,987人 50件 25,238人 6件 

令和2年度 10,234人 25件 21,812人 8件 

令和3年度 11,588人 32件 24,790人 6件 

令和4年度 9,408人 38件 26,611人 2件 

 



休館日数
平日 221
土 51

日・休 65

使用可
能件数

一般
市役所
関係

主催 計 使用率 使用人数

1,011 310 116 132 558 55.2% 26,001

1,011 814 12 18 844 83.5% 7,942

1,011 750 2 12 764 75.6% 1,898

1,011 805 6 47 858 84.9% 11,968

1,011 783 4 19 806 79.7% 5,536

1,011 617 37 56 710 70.2% 9,046

1,011 698 7 1 706 69.8% 4,841

1,011 791 13 2 806 79.7% 4,681

1,011 17 9 132 158 15.6% 1,282

1,011 35 12 88 135 13.4% 806

1,011 420 126 201 747 73.9% -

休館日数
平日 220
土 52

日・休 66

使用可
能件数

一般
市役所
関係

主催 計 使用率 使用人数

ヴ ィ ー タ
ホ ー ル

1,014 281 96 110 487 48.0% 28,154

大会議室仕様 238 74 116 48 238 100.0% 2,575

第 １ 学 習 室 550 188 13 17 218 39.6% 2,196

第 ２ 学 習 室 550 132 13 17 162 29.5% 1,659

第 ３ 学 習 室 1,014 595 65 25 685 67.6% 6,719

和 室 １ 1,014 491 19 17 527 52.0% 2,927

和 室 ２ 1,014 380 19 19 418 41.2% 1,675

茶 室 1,014 194 5 14 213 21.0% 1,142

ス タ ジ オ 1,014 472 37 74 583 57.5% 4,805

創 作 室 1,014 743 1 20 764 75.3% 5,435

保 育 室 1,014 11 13 31 55 5.4% 169

ギ ャ ラ リ ー 759 213 129 27 369 48.6%  -

※使用可能件数は、改修工事期間（令和３年１２月～令和４年７月）を除く
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８  八ヶ岳少年自然の家  

 

ア 宿泊者数（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）        単位：人 

区 分 未就学児童 小学生 中学生 高校生 大 人 合 計 

市 内 93     3,644     2,072 37 781 6,627 

市 外 324 922 301 239 1,554 3,340 

合 計 417 4,566 2,373 276 2,335 9,967 

 

イ 利用団体数と延利用者数（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）単位：団体・人 

区 分 小中学校 少年団体 一般団体 その他 視察等 合 計 

団体数 44 21 316 4 12 397 

延利用者数 9,382 2,467 4,543 445 51 16,888 

※延利用者数の日帰り利用は「１」、１泊２日は「２」、２泊３日は「３」として集計 

 

 

 

 

八ヶ岳少年自然の家  
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刊行物一覧 

 

名         称 発行時期 発行部数 規 格 頁数 配 付 先 担 当 課 

多摩市の教育(令和 4年度版) 

〔4年度データ及び 3年度実績〕 

 

 

多摩市教育委員会だより 

第 81号 

第 82号 

特別号 

（たま広報9月20日号1・2面として掲載） 

第 83号 

第 84号 

第 85号 

 

 

令和 4 年度多摩市教育委員会事務

点検評価報告書（令和 3年度事務対

象） 

 

第二次多摩市教育振興プラン 

別冊 令和 5年度の取り組み 

 

 

多摩市立学校児童・生徒並びに教職

員の各種健康診断実施要領 

（多摩市学校保健計画）（令和 5 年

度） 

 

中学校社会科副読本 

「のびゆく多摩市」 

 

小学校 1年生副読本 

「多摩市かがやきブック」 

 

多摩市立教育センター活動報告書 

（令和 3年度） 

 

第二次多摩市特別支援教育推進計

画 

 

 

献立表／給食だより 

 

 

きゅうしょくメモカレンダー 

 

 

 

R4年 9月 

 

 

 

年 6回 

R4年 5月 

7月 

9月 

 

11月 

R5年 1月 

3月 

 

 

R4年 11月 

 

 

 

R5年 3月 

 

 

 

R5年 3月 

 

 

 

 

R5年 3月 

 

 

R5年 3月 

 

 

R4年 9月 

 

 

R3年 12月 

 

 

 

毎月(8 月

を除く) 

 

毎月(8 月

を除く) 

26 

 

 

 

 

15,400 

15,400 

79,200 

 

15,400 

15,400 

15,400 

 

 

60 

 

 

 

57 

 

 

 

192 

 

 

 

 

多摩市デジタルア

ーカイブで公開 

 

1,500 

 

 

200 

 

 

450 

 

 

 

月 10,250 

 

 

月 300 

 

A4 

 

 

 

 

A4 

A4 

タブロイド判 

 

A4 

A4 

A4 

 

 

A4 

 

 

 

A4 

 

 

 

A4 

 

 

 

 

A4 

 

 

A4 

 

 

A4 

 

 

A4 

 

 

 

A4 

 

 

B4 

 

168 

 

 

 

   

4 

4 

1 

 

6 

4 

6 

 

 

65 

 

 

 

28 

 

 

 

163 

 

 

 

 

86 

 

 

20 

 

 

50 

 

 

63 

 

 

 

2 

 

 

2 

関係機関 

 

 

 

 

各小・中学校、

関係機関 

全戸配布 

 

 

 

 

 

 

関係機関 

 

 

 

関係機関 

 

 

 

各小・中学校、関

係機関 

 

 

 

公立中学校、他 

 

 

公立小学校 

 

 

関係機関 

 

 

関係機関 

 

 

 

各小・中学校 

 

 

各小学校 

(クラス数) 

教育振興課 

 

 

 

教育振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育振興課 

 

 

 

教育振興課 

 

 

 

学校支援課 

 

 

 

 

教育指導課 

 

 

教育センター 

 

 

教育センター 

 

 

教育センター 

 

 

 

学校給食セン

ター 

 

学校給食セン

ター 

 

 

 

各小・中学校、

関係機関 
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名         称 発行時期 発行部数 規 格 頁数 配 付 先 担 当 課 

雑木林 

 

 

 

旧多摩聖蹟記念館特別展図録 

「近代の和歌と書」 

 

公民館通信「たのしいまち」 

 

 

やまばと通信 

 

 

多摩市の図書館 

～令和 3年度事業報告～ 

 

よんでみよう！ 1年生～6年生 

 

 

 

 

 

 

 

多摩市立図書館ニュース・夏休み

に、これ読んで！ 

1～3年生、4～6年生（保護者） 

 

多摩市立図書館ニュース 

中学・高校生向け 

 

 

 

年 6回 

 

 

 

R4年 10月 

 

 

年 6回 

 

 

年 6回 

 

 

R4年 8月 

 

 

年１回 

 

 

 

 

 

 

 

年 1回 

 

 

 

年 1回 

各 1,100 

 

 

 

100部 

 

 

各 2,000 

 

 

各 1,000 

 

 

350 

 

 

1、3～6年 

各 2,000部 

 

2年 

2,300部 

 

 

 

各 4,800部 

 

 

 

4,900部 

A4 

 

 

 

A4 

 

 

A4 

 

 

A3 

二つ折り 

 

A4 

 

 

1～4年 

B4 

三つ折り 

 

5、6年 

A4 

三つ折り 

 

A3 

二つ折り 

 

 

A3 

二つ折り 

6又

は 8 

 

 

28 

 

 

6 

 

 

   4 

 

 

96 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   4 

 

 

 

4 

各小・中学校、関

係機関、関係者、

市民等 

 

関係者、関係機関 

市民等（販売） 

 

関係機関、団体、

市民 

 

市民、関係機関 

 

 

関係機関 

 

 

各小学校、市民 

 

 

 

 

 

 

 

各小学校、市民 

 

 

 

各中学校、市内都

立高校、特別支援

学校、市民 

教育振興課 

 

 

 

教育振興課 

 

 

公 民 館 

 

 

図 書 館 

 

 

図 書 館 

 

 

図 書 館 

 

 

 

 

 

 

 

図 書 館 

 

 

 

図 書 館 
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各種委員 

 

※敬称略 

＜多摩市立学校給食センター運営委員会委員＞         （令和５年３月末日現在） 

氏   名 選 任 区 分 氏   名 選 任 区 分 

向 井 美 紀 市立小中学校長代表  斉 藤 佳 久 市立小中学校給食主任代表 

◎竹 田 和 彦     〃  塩 塚 宏 治      〃 

○平 山 可 奈 市立小中学校保護者代表  横 井 朱 里 公募市民 

前 田  薫     〃  前 田 有 美   〃 

佐々木  祐 所轄保健所長が指名した者  欠     員   〃 

土 岐 田 佳 子 学識経験者  鈴 木 恭 智 関係行政機関の職員 

 桃 井 和 馬   〃  

 井 上 雅 美   〃 

◎は会長、○は副会長 

 

＜多摩市立教育センター運営委員会委員＞           （令和５年３月末日現在） 

氏 名 選 任 区 分 氏 名 選 任 区 分 

○ 稲垣 綾子 学識経験者 齊 藤 康 人 多摩市公立小学校副校長会代表 

◎ 小島  徹 多摩市公立小学校校長会代表 矢 野 尚 子 多摩市公立中学校副校長会代表 

齊 木 伸 郎 多摩市公立中学校校長会代表 福 井 識 子 多摩市立小学校ＰＴＡ連合会代表 

齋 藤幸 之介 多摩市立特別支援学級設置学校長代表 杉 山 真 代 多摩市立中学校ＰＴＡ連合会代表 

◎は会長、○は副会長 

 

＜多摩市特別支援教育推進委員会＞（令和５年３月末日現在） 

氏 名 選 任 区 分 

◎小貫 悟 学識経験者 

○小島 徹 多摩市立小学校長 

○齊藤 裕 多摩市立中学校長 

細谷 俊太郎 教育部参事 教育指導課長事務取扱 

麻生 孝之 教育部 学校支援課長  

相良 裕美 教育部 教育センター長 

◎は委員長、○は副委員長   
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〈多摩市学びあい育ちあい推進審議会委員〉        （令和５年３月末日現在） 

氏   名 選 任 区 分 氏   名 選 任 区 分 

野々村  剛 学校教育関係者 ◎炭 谷 晃 男 学識経験者 

堀 井 義 昭 社会教育関係者 西 山 規 子 公民館利用者代表 

布 施 栄 子 〃   倉 品 みゆき 公募市民 

細 田 雅 美 家庭教育関係者 秋 澤 友香里 図書館協議会代表 

○長 島 剛 学識経験者 横 倉 敏 郎 文化財保護審議会代表 

◎は会長、○は副会長  

 

 

〈多摩市文化財保護審議会委員〉             （令和５年３月末日現在） 

氏   名 専 門 分 野 氏   名 専 門 分 野 

青 木  敬 考古学 桜 井 昭 男 近世・近代史 

内 野 秀 重 自然史・植物 ◎浜 田 弘 明 人文地理 

江里口 友 子 日本美術史・東洋美術史 横 倉  敏 郎 地域史 

加 藤  幸 治 民俗学・民具学 ○渡 辺 洋 子 建築 

鎌 倉 佐 保 中世史   

◎は会長、○は副会長 

 

 

〈多摩市図書館協議会委員〉 

（令和５年３月末日現在） 

氏   名 選 任 区 分 氏   名 選 任 区 分 

吉 田 正 行 学校教育関係者 ◎前 田 洋 一 学識経験者 

高 橋 祥 子 社会教育関係者 大 島 真理子 図書館利用者 

○中 根 郁 子 家庭教育関係者 秋 澤 友香里 図書館利用者 

深 水 浩 司 学識経験者 

◎は会長、○は副会長 
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